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注目記事船で新市をクルージング！
　７月18日㈪に、海の日を記念して、「第31回西条市

研修の船」が出航しました。

　市内小中学生が参加し、新西条市を海から見学した

り、船長が操船・通信などの指揮に当たる船橋（ブリ

ッジ）を見学したり、救命いかだを膨らませる実演な

どがありました。普段見られない船の姿に子どもたち

も熱心に見学していました。

人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市

広報 No.009
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国道１９４号災害復旧工事
県工事（荒川）

現　在（上）：復旧に向けて工事を
　　　　　　　続けています。

災害時（左）：山が崩れ、道路が分
　　　　　　　断されてしまった。

柳谷川災害復旧工事
市工事（大保木）

室川災害復旧工事
県工事（飯岡）

宮谷川災害復旧工事
市工事（坂元）

小松中央公園災害復旧工事
市工事（小松町新屋敷）

農地農業施設災害復旧工事
市工事（中野乙）

市道川西線災害復旧工事県道西条久万線災害復旧工事
市工事（荒川）

市道川崎線災害復旧工事
市工事（小松町妙口）県工事（中野乙）

災
害
時

現　

在

災
害
時

現　

在

１日も早い復旧に向け、着実に工事を進めています。

　昨年、かつてない被害を市内にもたらした
台風21号・23号。現在、国・県・市では、一
致協力して復旧工事に取り組んでいます。
　災害工事個所は市内で約1,200個所あり、
平成17年７月１日現在で638件の工事が完了
しています。しかし、いまだ工事中の個所が
多くあり、市民の皆さまにはご迷惑をおかけ
しております。
　市では、１日も早い復旧に向けて努力して
参りますので、今後とも皆さまのご理解とご
協力をお願いいたします。

■災害復旧工事に関する問い合わせ先
　市庁舎別館２階　災害復旧対策室
　℡0897－56－5151　内線5844
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道路復旧個所・県工事関係

道路復旧個所・市工事関係

河川復旧個所・県工事関係

河川復旧個所・市工事関係

凡　　例

主な災害復旧工事個所

0 1 2 3 4�

志 河 川

妙
の
谷
川

大保木谷川
他３河川

市 之 川

長谷川水系

早　川
市道武丈
丸野線

市道大保木
２・７号線

国道１９４号

県
道
落
合
久
万
線

鞍 

瀬 

川

市
道
川
西
線

県
道
西
条
久
万
線

市道武丈丸野線（武丈～丸野）

市道川西線（東宮～荒川）

市道大保木２・７号線（浦山）

長谷川水系（山口～大浜）

大保木谷川　ほか（千野々）

妙の谷川（湯浪）

国道194号（中野～藤之石）

西条久万線（中野～西之川）

落合久万線（鞍瀬～明河）

早川（西早川）

市之川（市之川、津越）

妙の谷川（小松町大郷・妙口）

鞍瀬川（丹原町明河・鞍瀬）

志河川（丹原町志川・楠窪）

市
工
事
関
係

道　

路

件数 進捗率 着手年月

平成17年４月９件 25％

平成17年４月６件 20％

平成17年４月10件 20％

平成17年４月７件 20％

平成17年４月３件 20％

平成17年４月１件 95％

平成17年３月16件 25％

平成17年３月40件 30％

平成17年２月７件 55％

平成17年３月２件 45％

平成17年３月６件 40％

平成17年３月６件 85％

平成17年３月６件 60％

平成17年３月６件 30％

復旧個所（該当地区）

河　

川

道　

路

河　

川

県
工
事
関
係

区分 災害復旧工事の進捗状況

　平成17年７月１日現在における、災害復旧工事の進
捗状況をお知らせします。
■主な災害復旧工事　左表をご覧ください。
■完了工事件数
〇愛媛県　道路（15件）、河川（23件）　計38件
〇西条市　道路（72 件）、河川（20 件）、農林（482 件）
　　　　　公園（14件）、その他（12件）　計600件
■発注済（工事中）件数
〇愛媛県　道路（74件）、河川（103件）　計177件
〇西条市　道路（85 件）、河川（39 件）、農林（137 件）
　　　　　計261件
■平成17年度７月以降発注予定件数
〇愛媛県　道路（16件）、河川（３件）　計19件
〇西条市　道路（44件）、河川（12件）
　　　　　農林（33件）　計89件
■災害復旧工事の総件数・進捗率（発注予定を含む）
〇愛媛県　234件・40％　〇西条市　950件・20％
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梅
雨
時
期
に
入
っ
て
か
ら
、
市

で
は
「
水
防
警
戒
本
部
」
を
設
置

し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し

て
い
ま
す
。

　

東
消
防
署
、
西
消
防
署
、
河
川

情
報
セ
ン
タ
ー
観
測
所
そ
れ
ぞ
れ

で
観
測
し
た
１
時
間
雨
量
が
10
㍉

以
上
に
な
っ
た
場
合
、
水
防
警
戒

本
部
で
は
、
そ
の
地
域
の
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
な
ど
で
、
愛
媛
県
東
予
東

部
（
西
条
市
か
ら
四
国
中
央
市
ま

で
）
に
大
雨
警
報
な
ど
（
１
時
間

雨
量
が
50
㍉
以
上
）
が
発
表
さ
れ

れ
ば
、
市
で
は
「
水
防
本
部
」
を

設
置
し
ま
す
。

　

水
防
本
部
で
は
、
災
害
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
地

域
密
着
型
で
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
連
携
を
密
に
し
て
水
防
体

制
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

危
険
個
所
を
発
見
す
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
災
害
に
関
す
る

通
報
を
す
る
際
は
、
次
の
連
絡
先

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
水
防
本
部
設
置
時
の
連
絡
先

〇
水
防
本
部
（
東
消
防
署
内
）

℡
０
８
９
７―

５
５―
０
１
１
９

〇
西
消
防
署

℡
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

℡
０
８
９
８―

６
４―

２
７
０
０

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

℡
０
８
９
８―

６
８―

７
３
０
０

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

℡
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
１

土
の
う
袋
と
砂
の
配
備
場
所
を

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」は

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

「
自
助
」、
地
域
住
民
が
協
力
し

て
地
域
を
守
る
と
い
う
「
共
助
」、

行
政
機
関
や
公
共
機
関
が
行
な
う

災
害
対
策
活
動
な
ど
の
「
公
助
」

が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成

で
き
る
も
の
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
大
雨
な
ど
の
災

害
時
に
備
え
る
た
め
、
水
防
用
の

土
の
う
袋
と
砂
を
左
表
の
と
お
り

配
備
し
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
、

自
宅
か
ら
一
番
近
い
土
の
う
袋
配

備
場
所
と
砂
置
き
場
を
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

住
民
と
行
政
が
連
携
し
て
、
災
害

に
対
応
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　平成16年は台風が29個発生し、10個が日本に上陸しました。四国には
６個の台風が上陸し、特に台風21号・23号の襲来は、市内に大きな被害
をもたらしました。
　被災後、愛媛県と西条市では国の災害査定を受け、今年の１月から３
月にかけて、国・県の設計審査が行われました。
　災害復旧工事個所は、市内で約 1,200 個所あり、６月までに 1,076 件
（約 90%）の工事を発注しています。（内 638 件は工事完了）
　残りの工事は平成17年12月までに発注し、平成18年12月までに全工事
を完了させる予定です。
　未着工地区の皆さまには、何かとご不便をおかけしますが、順次、発
注・工事を行いますので、今しばらくご容赦ください。

　昨年の災害を風化させないため、また資源を
有効に活用するため、市では台風災害による流
木を自由に持ち帰っていただいています。
　災害流木は大勢の方に持ち帰っていただき、
さまざまな用途でご活用いただいています。
流木の用途についてお聞きしました
　流木を取りに来られた方に用途をお聞きする
と、薪（まき）、柱、鉢植えの花台、鳥小屋、ガ
ーデニング、表札、テーブル、いす、つえ、炭、
桧の入浴剤などでした。
　流木の持ち帰りは、８月31日㈬まで取り扱っ
ていますので、参考にしてください。
※流木がなくなった場合は、取り扱いを終了さ
せていただきます。ご了承ください。
詳しい内容について
　流木置き場など詳しくは、広報さいじょう７
月号２ページをご覧いただくか、市庁舎別館災
害復旧対策室（℡0897－56－5151内線5842）へ
お問い合わせください。

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
、
連
携
し
た
水
防
体
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

東消防署
消防団　大町分団蔵置所
消防団　玉津分団蔵置所
消防団　飯岡分団蔵置所
消防団　神戸分団蔵置所
消防団　禎瑞分団蔵置所　
中央水防倉庫
吉井水防倉庫
消防団　多賀分団第１部詰所
消防団　多賀分団第２部詰所
消防団　吉岡分団第２部詰所
消防団　三芳分団第１部詰所
旦之上水防倉庫
西消防署
丹原水防倉庫
光下田蔵置所
田野上方水防倉庫
北田野水防倉庫
石経水防倉庫
関屋水防倉庫
小松水防倉庫
石根水防倉庫

土のう袋配備場所地区

西
条

東
予

丹
原

小
松

詳しくは、東消防署（℡0897－55－0119）、西消防署（℡0898－68－0119）へお問い合わせください。

東消防署

西消防署

福武新田児童遊園地東側
消防団　玉津分団蔵置所
消防団　飯岡分団蔵置所
消防団　神戸分団蔵置所
消防団　禎瑞分団蔵置所　
中城公園の東側（東予総合支所北側）
旧吉井幼稚園の南側
一ツ橋水門北側の多賀漁協所有地
三津屋東区画整理地内の市所有地
吉岡小学校プール跡の東側
消防団　三芳分団第１部詰所北側
旦之上水防倉庫

丹原総合支所東側駐車場（駐車場の東側）
光下田蔵置所
田野上方水防倉庫
北田野水防倉庫
石経水防倉庫
関屋水防倉庫
小松水防倉庫
小松農村環境改善センター西側

砂　置　き　場

災害復旧工事の経過と今後についてお知らせします

市長による災害復旧工事現場視察

助役による災害復旧工事現場視察

▲

▲

4広報さいじょう　2005  ８月号



訓練の主な内容
▼ 救出・救護・避難誘導訓練
▼自衛隊災害派遣要請訓練
▼食糧供給訓練
▼ 孤立地区救助訓練
▼ 水防工法訓練
▼ 流木撤去訓練
▼ 車両水没救出訓練
▼ ボランティア受入調整訓練
▼ 行方不明者捜索訓練　など

▼ 地震体験
▼ 災害パネル展示　など

体験・展示コーナー

　

昨
年
は
、
中
越
地
震
や
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
な
ど
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
ほ

か
、
西
条
市
を
は
じ
め
、
日
本
各
地
で
台

風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
被
害
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

南
海
地
震
と
東
南
海
地
震
は
近
い
将
来

に
発
生
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

昨
年
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
る
可

能
性
も
十
分
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
防
災
体

制
の
強
化
と
応
急
対
策
の
機
能
向
上
を
図

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に

役
立
て
る
た
め
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
訓
練
を
機
会
に
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
連
帯
感
の
も
と
、
ご
家
庭
や
自
治

会
な
ど
で
防
災
対
策
を
見
直
し
、
地
域
で

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
な
ど
、
災
害

に
強
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業
は
、
平
成
16
年
の
台
風
21
号
で
被
災

さ
れ
た
方
へ
、
生
活
面
や
居
住
面
で
の
経
費
に
つ
い
て
支
援
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。
（
こ
の
制
度
は
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

旧
西
条
市
、
旧
小
松
町
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

こ
の
事
業
で
の
「
生
活
関
係
経
費
」
の
申
請
期
限
は
、
平
成
17
年

10
月
28
日
㈮
で
す
。
ま
だ
申
請
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

期
限
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

　

全
壊
、大
規
模
半
壊
（
世
帯
の
収
入
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
対
象
と
な
る
経
費

○
生
活
関
係
経
費

　

生
活
再
建
に
必
要
な
物
品
の
購
入
費
と
物
品
の
修
理
費
。
（
物
品

に
は
指
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
平
成
17
年
６
月
22
日
に
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
特
別
分
と
さ
れ

て
い
た
物
品
（
エ
ア
コ
ン
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
）
の
地
域
、
購
入
額
、

購
入
数
量
に
係
る
制
限
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
居
住
関
係
経
費

　

解
体（
除
却
）、
撤
去
、
整
地
費
、
家
賃（
公
営
住
宅
を
除
く
）な
ど

■
支
援
金
の
額

　

災
害
の
程
度
、
世
帯
の
収
入
な
ど
に
応
じ
て
37
万
５
０
０
０
円
か

ら
３
０
０
万
円
ま
で
の
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

〇
生
活
関
係
経
費

　

平
成
17
年
10
月
28
日
㈮

〇
居
住
関
係
経
費

　

平
成
19
年
10
月
29
日
㈪

※
た
だ
し
、
家
賃
等
に
関
し
て
は
平
成
18
年
10
月
30
日
㈪
で
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館　

社
会
福
祉
課
総
務
福
祉
係

　

℡
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
（
内
線
２
３
２
３
）

○
小
松
総
合
支
所　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
・
援
護
係

　

℡
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　９月１日は「防災の日」です。愛媛県と
西条市、新居浜市、四国中央市が主催とな
り、関係諸団体協力のもと、地震・台風に
よる災害を想定した「総合防災訓練」を実
施します。
　防災訓練を通して自分の体で覚えたこと
は、災害時の大きな力となります。
　訓練に参加して、不意に襲ってくる災害
に備えましょう。

９月１日㈭
９時30分～13時30分　　

日　時

場　所 加茂川河川敷おまつり広場

問合せ 市庁舎本館
総務課交通防災係
℡0897－56－5151内線2126

N

R194

R
11

八堂山
西条農業高校

至市之川
西条南中学校

JA西条
大町支所

武丈公園

加茂川

至新居浜

至高知

伊
曽
の
橋加

茂
川
橋

ガソリンスタンド

総合防災訓練
会　　場

※伊曽の橋は車両の通行ができません。

愛媛県総合防災訓練を実施します愛媛県総合防災訓練を実施します平成17年度

被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

台
風
21
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

5 広報さいじょう　2005  ８月号



市議会６月定例会 一般会計補正額　19億9136万円

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
！

市
民
表
彰
該
当
者

　

６
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
24

日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
案
・
各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者
の

募
集
・
選
定
に
係
る
事
務
手
続
き

に
つ
い
て
、
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算
案

○
補
正
額 　

19
億
９
１
３
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　

３
６
４
億
５
１
３
６
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
合
併
に
伴
う
施
策
・
制
度
の
充
実
】

・
国
民
健
康
保
険
税
激
変
緩
和
措  

置
繰
出
金　
　
　
　
　

３
億
円

【
新
図
書
館
の
建
設
】

・
新
図
書
館
整
備
事
業

３
３
６
６
万
円

【
商
工
の
振
興
】

・
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
別
館

整
備
事
業　
　

３
５
８
８
万
円

・
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

35
万
円

【
産
業
の
振
興
】

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

１
億
１
９
０
１
万
円

・
山
村
振
興
対
策
事
業

５
５
４
７
万
円

・
集
落
防
災
緊
急
森
林
整
備
事
業

１
０
７
２
万
円

・
国
補
林
道
開
設
事
業
費
補
助
金

３
７
２
３
万
円

・
河
原
津
漁
港
整
備
事
業

２
９
３
９
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

・
丹
原
高
知
線
改
良
事
業

７
２
４
７
万
円

・
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
事

業　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

・
西
条
駅
前
干
拓
地
線
改
良
事
業

１
億
５
８
５
０
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

４
億
２
３
８
７
万
円

・
公
園
整
備
事
業

１
億
８
７
９
１
万
円

【
防
災
対
策
の
充
実
】

・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
費
補

助
金　
　
　
　
　
　
　

80
万
円

・
小
中
学
校
校
舎
等
耐
震
化
優
先

度
調
査
実
施
事
業１

２
８
０
万
円

【
消
防
施
設
の
充
実
】

・
加
茂
分
団
蔵
置
所
整
備
事
業

９
８
１
万
円

・
消
防
車
両
整
備
事
業

２
３
３
１
万
円

・
消
防
水
利
整
備
事
業

２
１
４
８
万
円

【
災
害
復
旧
事
業
】

・
大
保
木
公
民
館
災
害
復
旧
事
業

２
１
４
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
補
正
額　

１
億
７
７
４
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　

１
０
９
億
５
９
７
９
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

５
１
１
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　

45
億
７
０
４
０
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　

６
億
７
２
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

７
億
９
４
５
３
万
円

水
道
事
業
会
計

○
補
正
額　

６
億
１
０
４
７
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

19
億
８
７
８
９
万
円

　

市
で
は
、
11
月
１
日
の
市
制
施

行
記
念
の
日
に
、
市
民
の
模
範
と

な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご
推
薦
く
だ
さ

い
。

■
表
彰
該
当
者
の
具
体
的
事
例

①
自
分
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、

人
命
を
救
助
し
た
場
合

②
寝
た
き
り
の
病
人
を
長
年
に
わ

た
り
世
話
す
る
な
ど
、
そ
の
行

い
に
お
い
て
特
に
市
民
の
模
範

と
な
る
場
合

③
業
務
に
励
み
、
特
に
市
民
の
模

範
と
な
る
場
合

④
学
術
・
芸
術
上
の
発
明
改
良
・

創
作
等
に
お
い
て
、
特
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
場
合

⑤
公
共
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
、

特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑥
市
の
発
展
に
尽
く
し
、
特
に
功

労
の
あ
っ
た
場
合

⑦
教
育
・
慈
善
・
青
少
年
の
健
全

育
成
・
そ
の
ほ
か
社
会
事
業
に

尽
く
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な

場
合

⑧
商
工
業
・
農
林
漁
業
・
そ
の
ほ

か
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
場
合

■
住
所
等　

西
条
市
民
ま
た
は
本

市
に
所
在
の
団
体
（
市
外
在
住

者
ま
た
は
団
体
で
、
本
市
に
関

係
の
あ
る
も
の
を
含
む
）

■
推
薦
用
紙　

市
庁
舎
本
館
総
務

課
、
各
総
合
支
所
、
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

■
提
出
期
限　

８
月
18
日
㈭

■
提
出
先
・
問
合
せ
先

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課
総
務
係

℡
０
８
９
７―

５
２―

１
２
５
６

　昭和34年から43年間にわたり、学
校歯科医師として児童生徒の健康づ
くりに尽力されたことが評され、福
島県郡山市で開催された表彰式にお
いて、文部科学大臣表彰を受賞され
ました。おめでとうございます。

文部科学大臣表彰

大谷謙三氏
（丹原町今井）
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小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り

のど自慢大会
ゆかたまつり
　ゆかた・甚平でおこしの先
　着100名様に、ふるさと祭り
　のバザー共通券を進呈しま
　す。

■８月６日

　うなぎつかみどり　無料・小学生以下対象
　※６日雨天の場合、７日15時から商工会館前で開催します。
　金魚すくい、やきそば・アイスクリーム、各種バザー等

■８月７日

　大名行列
　毛槍
　小松音頭踊り
　宝投げ（踊り終了後）

他にも、七夕飾り・ビアガーデンなど、２日とも開催します。

開催期間 場所 開催時間 休館日
８月19日(金)
　　～29日(月)

丹原福祉センター
２階 ９：00～17：00 期間中なし

９月１日(木)
　　～13日(火)

東予郷土館
１階第１展示室

９：30～17：30
(土・日は17：00まで) ９月５日(月)・12日(月)

９月16日(金)
　　～29日(木)

小松温芳図書館
２階郷土資料室 ９：30～17：30 ９月20日(火)・21日(水)　　26日(月)・27日(火)

10月５日(水)
　　～27日(木)

総合文化会館
１階展示室

※開催する施設が休館の場合、パネル展もお休みします。

９：00～17：00 10月15日(土)～17日(月)　　24日(月)

　合併によって、市内の国・県・市の指定文化財の数は189件
になりました。それらの文化財をさらに広く知ってもらうた
め、指定文化財を写真パネルにして、巡回展示いたします。
　新しい地域の文化や歴史をお互いに学ぶことで交流を深め、
みなさん一人ひとりのさらなる一体感をめざしましょう。
　みなさん、新しい市にどのような歴史があり、文化財がある
のかを再確認していきませんか。国指定史跡となりました『永
納山城跡』も写真等を展示しますので、ぜひご覧ください。

問合せ　市庁舎別館生涯学習課文化振興係
　　　　℡0897－56－5151内線5237

西条市指定文化財パネル展合併記念事業

▲近藤篤山書
　養正館
　三幅対

▶
寿
三
郎
紅
散
り
ツ
バ
キ

　

今
年
も
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
小
松
町
ふ
る
さ
と
祭

り
』
を
、
地
元
商
工
業
者
の
方
々
や
各
種
団
体
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

８
月
６
日
㈯　

18
時
〜
21
時

８
月
７
日
㈰　

19
時
〜
21
時

会
場　

小
松
町
駅
前
通
り　

※
雨
天
中
止

◎通行止め時間
　８月６日㈯
　18時～22時
　８月７日㈰
　19時～21時30分

◎問合せ
　小松町商工会
　℡0898－72－2119

JRいよ小松駅

R11

温芳図書館

小松小

小松総合支所 ６
日
・
７
日
通
行
止
め 小松町商工会

中町通り

JA周桑
新屋敷出張所

小松公民館

P

P P

P

P

P

篤
山
旧
邸

ダ
ビ
デ

旧藩集会所

P

７日通行止め

旧大保木小学校のそめいよしの

国指定史跡「永納山城跡」周辺
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■８月５日(金)

■８月６日(土)

小学生鼓笛パレード
みんなで踊ろう
パラパラダンス

道前太鼓＆吹奏楽の響き
三芳祝太鼓
阿波踊り・吉野連
ミニコンサート

■８月７日(日)
荒獅子太鼓
盆踊り大会
ビンゴゲーム大会
衣山大神輿（松山）

チャリティーお茶会

出雲神楽

18:00～19:00

19:00～20:30

18:00～19:30

19:00～19:30

19:30～21:30

20:30～21:30

19:00～19:30

19:30～21:30

20:30～21:30

18:00～21:30

18:00～21:30

20:30～21:30

商店街

メインステージ

丹原小体育館

メインステージ

商店街

メインステージ

メインステージ

商店街

メインステージ

商店街

中町駐車場

メインステージ

★七夕夏まつり写真コンテスト作品募集★

◎題材　笹飾りをアピールするもの
◎作品　カラープリント四つ切
　※組写真・デジタルカメラは不可

◎締切り　８月31日㈬必着
◎応募用紙設置場所・作品提出先（郵送可）
　丹原町商工会・県カメラ商組合加盟カメラ店

◎問合せ　丹原七夕夏まつり実行委員会事務局（丹
　原総合支所産業振興課）　℡0898－68－7300

　丹原町商工会　℡0898－68－7244

その他、ふわふわゾウさんや金魚すくい、きき酒

大会など、３日間イベント盛りだくさん！

火を吹く夫婦ドラゴンにも会えるよ!!

ひうち太鼓 19:30～20:00 メインステージ

　

丹
原
の
夏
の
夜
を
華
麗
に
彩
る
七
夕
夏
ま
つ
り
。
25
回
目
を
迎
え
る

今
年
は
、
合
併
後
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
丹
原
商
店
街
で
は
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
笹
飾
り
の
ア
ー
チ
が
続
き
、
市
内
外
の
伝
統
芸
能
の

披
露
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
幻
想
的
な
笹
飾
り
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
丹
原
総
合
支
所
産
業
振
興
課
内
）

　
　
　
　

℡  
０
８
９
８―

６
８―

７
３
０
０

丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り

８
月
５
日
㈮
・
６
日
㈯
・
７
日
㈰

至松山
（R11） 至 R196

ガソリン
　スタンド

丹原小学校
丹原総合
　支所

JA周桑
丹原高校

ガソリン
スタンド 至大頭（R11）

丹原商店街丹原商店街

N

県道壬生川丹原線

メインステージ

P
P

通行止め
８月５日～７日
12：00～23：00
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2005

in

　

旧
東
予
市
の
真
夏
の
祭
典
「
夏
彩
祭
」

と
「
新
地
通
り
イ
ベ
ン
ト
」
が
合
体
。
新

地
通
り
商
店
街
に
場
所
を
移
し
、
「
夏
彩

祭
ｉ
ｎ
壬
生
川
」
と
し
て
装
い
も
新
た
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

り
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

本谷温泉まつり

◆メインステージ

バンド演奏

◆お祭り広場
10：00～15：00 フリーマーケット

◆ふれあい広場
10：00～15：00 丸太きり大会・木工教室

うなぎのつかみどりなど

◆壬生川公民館
13：00～16：00 地元芸能発表

三芳祝太鼓（オープニング）
たから幼稚園
ＳＩＮＢＩ♥Ｊｒ（こどもダンス）
マジレンジャーショー（サイン会）

大会セレモニー
　道前太鼓、開会あいさつ
　来賓祝辞、もち投げ

トンカカはん、喜左衛門踊り
盆踊り（第１部）
盆踊り（第２部）
フィナーレ

西条・小松・丹原伝統芸能披露

マジレンジャーショー（サイン会）

昼の部
10：00
12：00
12：30
13：00
13：30

夜の部
18：00

19：00
19：40
20：10
21：00

14：00

16：00
16：40 小中学校　楽団演奏

○×クイズわが町15：30

※イベントの内容・開催時間などについては、都合によって
変更する場合もあります。あらかじめご了承ください。

　今年も本谷温泉まつりを開催します。もち投げ、カラオケ、
阿波踊り、盆踊りなどのイベントや出店も開いています。
　本谷温泉に入浴がてら、ぜひご来場ください。
日時　８月28日㈰　11時～20時
　【雨天の場合、９月４日㈰に順延】
場所　本谷公園
問合せ　本谷温泉まつり実行委員会事務局
　　　　℡0898－76－5660

問合せ　夏彩祭実行委員会事務局　℡0898－65－6148（FAX兼用）

マジレンジャーショー

丸太きり大会

盆踊り

Ⓒ2005 テレビ朝日・東映ＡＧ・東映

JA周桑壬生川支所

壬生川小学校

至今治

本
町
通
り

上
本
河
原
通
り

三
津
屋
本
通
り

壬
生
川
駅
前
通
り

駅
前
中
央
通
り

壬生川公民館

新地通り商店街

車両通行止め7時～22時

大
曲
川

R196

大曲
公園

JR壬生川駅

大正通り

P

P
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新「西条市」合併記念

市民川柳大会 市民俳句大会
　10月９日㈰　10時～15時30分（受付９時～）
　東予北地域交流センター

　日常生活の中で感じたこと思ったことなど、様々な感
情を５・７・５の17文字で表現する川柳。誰もが言いた
いと考えながら、なかなか言えないことを端的に代弁
し、多くの人々の共感を引き出す「横の詩」ともいわれ
ています。自己を含めた社会を風刺する、人間味あふれ
る川柳をみなさん一緒に楽しみましょう。
■宿題　「再（読込み可）」（共選）、「石」、「純」、「予感」
■特別宿題　「うちぬき」
■投句要領
・投句数　各題一人２句（未発表の作品）
・投句方法　当日、受付で配布する投句用紙に記入の
上、11時30分までに受付へ投句してください。大会
当日欠席する方は、９月20日㈫までに住所・氏名・
電話番号を明記し、作品を下記投句先へ郵送・持参
　してください。（氏名と作品には、フリガナを記入）
■対象者　市民、市内文化協会所属会員
■参加費用　500円（当日出席者）
■表彰
・総合入賞　選者評による総合得点で15位までを表彰
・特別宿題　秀句３句に呈賞
■主催　合併記念市民川柳大会実行委員会
■共催　西条市・市教育委員会・西条市東予文化協会

10月１日㈯　10時～16時30分
丹原福祉センター２階ホール

　人々の心を５・７・５という17音に凝縮させ、季語を
詠いこむことで自然の美しさや人の心情を表現する俳
句。ラジオやテレビ等でもおなじみになっている俳句を
みなさん一緒に楽しみましょう。
■投句要領
①大会前に投句する場合
・投句数　一人２句以内（当季雑詠、未発表の作品）
・投句方法　はがきに作品、住所、氏名、電話番号、
学校名・学年（高校生以下の方）を明記し、８月25
日㈭までに下記投句先へ郵送・持参してください。
作品・氏名には必ずふりがなをつけてください。ま
た、大会当日の出欠を必ず記載してください。

②当日投句する場合
・投句数　一人１句（当季雑詠、未発表の作品）
・投句方法　当日、受付で配布する投句用紙に記入の
上、11時40分までに受付に投句してください。

■対象者　市民、市内文化協会所属会員
■参加費用　500円（当日出席者）
■表彰　選者一人につき特選２人、入選５人を選び、優
秀者には大会実行委員会長賞等が表彰されます。

■主催　合併記念市民俳句大会実行委員会
■共催　西条市・市教育委員会・西条市丹原文化協会

西条市次世代育成支援事業

　心身ともに健康な子どもを育てる
ために、次世代育成支援事業として
元プロ野球選手の佐野慈紀氏による
講演会と実技指導を実施します。

■実施日　８月９日㈫
■講演会
　場所：ひうち会館　　時間：10時～12時
　対象：市内在住者（定員120人）
※聴講を希望される方は、下記にお問い合わせください。な
お、申込は先着順で、定員に達し次第申込を締め切ります。

■実技指導
　場所：ひうち球場　　時間：13時～17時
　対象：市内小中学生の硬式野球選手（定員100人）
■申込先
　市庁舎別館体育振興課　℡0897－56－5151内線5255

□■□　講師　□■□

佐野慈紀氏　1968年４月30日生（37歳）　愛媛県出身
松山商業高校・近畿大学工学部から近鉄バッファローズに
入団し、中継ぎ投手として活躍。投げるとき、帽子を飛ば
してみせる「ピッカリ投法」で有名。現在は、野球解説者
や野球評論家として活躍中。

村上隆行氏　1965年８月26日生（39歳）　福岡県出身
朝日放送野球解説者。子どもを対象とした野球教室を開
き、後進の指導を行っている。

五十嵐章人氏　1968年４月12日生（37歳）　群馬県出身
Ｊ・スポーツ野球解説者。サンケイスポーツ野球評論家。
社会人野球や大学野球などの指導者としても活躍中。

■　俳句大会・川柳大会の投句先　■
〒793-8601　明屋敷164番地　市庁舎別館　生涯学習課文化振興係　℡0897－56－5151内線5237
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　日本初となる野球独立リーグ「四国アイランドリーグ」の公式戦が
東予運動公園野球場で開催されます。地域密着型をめざす同リーグの
選手たちによる、力あふれるプレーをご観戦ください。

８月13日（土）　18時試合開始
愛媛マンダリンパイレーツ　ＶＳ　徳島インディゴソックス
８月14日（日）　18時試合開始
愛媛マンダリンパイレーツ　ＶＳ　徳島インディゴソックス
８月17日（水）　18時試合開始
愛媛マンダリンパイレーツ　ＶＳ　高知ファイティングドッグス

会 場 　東予運動公園野球場 愛媛マンダリンパイレーツ

がやって来る！

全席自由席。期日指定はなく、どの試合においても使用可能。
販売価格：１試合　1,000円
　　　　　小中学生は500円（ただし、購入日のみ有効）
　　　　　未就学児童は無料

入場チケット

問い合わせ先 市庁舎別館　体育振興課　℡0897－56－5151 内線5252

東予運動公園
野球場

愛媛マンダリンパイレーツの西田監督と田坂選手から市民の皆さんへメッセージが届いています。

　夏休み中という非常に良い時期に、愛媛マンダリ
ンパイレーツの公式戦を西条市で３試合も開催でき
ることになりました。公式戦開催に先駆けまして、
西条市長をはじめ、様々な方々にご尽力いただいて
おりますことを厚く御礼申し上げます。
　現在、前半戦も終了に差し掛かっております。東
予での公式戦の際には、今より一回り成長した選手
たちの姿をお見せできると思いますので、８月13日
㈯・14日㈰・17日㈬の東予運動公園野球場での公式
戦では、皆様の熱い声援をよろしくお願い致しま
す。

　西条農業高校出身の田坂賢一郎です。愛媛マンダ
リンパイレーツが始動して、４カ月目に入りまし
た。自分はまだ登板機会はありませんが、一瞬一瞬
を一生懸命努力して、目標であるプロ野球に少しで
も近づけるようにがんばっております。
　８月には、愛媛マンダリンパイレーツの公式戦３
試合が東予運動公園野球場で開催されます。愛媛マ
ンダリンパイレーツの一員として、地元での開催試
合を待ちきれません。また、ぜひ地元の皆様の前で
登板して球場を沸かせたいと日々精進しております
ので、応援よろしくお願い致します。

愛媛マンダリンパイレーツ

西田 真二 監督（44）

背番号　88
＜経歴＞
ＰＬ学園－法政大学－広島東
洋カープ

愛媛マンダリンパイレーツ

田坂賢一郎 選手（20）

投手　左投げ・左打ち
背番号　13
＜経歴＞
西条農業高等学校－広島ウェ
ルネススポーツ学院
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SICS information
サイクスの情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 9
　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、「サイクス支援企業の本社工場
新設」についてお知らせします。

■
サ
イ
ク
ス
支
援
企
業
の
本
社
工

場
新
設
に
つ
い
て

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
し
て
い

た
「
ク
リ
ー
ン
メ
カ
ニ
カ
ル
㈱
」

が
、
本
社
を
大
阪
市
か
ら
西
条
市

に
移
転
し
、
市
内
に
工
場
を
新
設

し
て
操
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
サ
イ
ク
ス
が
支
援

を
行
っ
た
企
業
で
市
内
に
工
場
を

新
増
設
し
た
企
業
は
、
日
本
シ
ス

テ
ム
グ
ル
ー
プ
、
ト
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
、
谷
口
金
属
熱
処
理
工
業
所
、

エ
ム
デ
ィ
テ
ク
ノ
ス
で
す
。

　

ク
リ
ー
ン
メ
カ
ニ
カ
ル
㈱
の
工

場
新
設
に
よ
っ
て
、
こ
れ
で
５
社

目
と
な
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
メ
カ
ニ
カ
ル
㈱
で
は
、

「
超
臨
界
流
体
技
術
利
用
」
の
先

駆
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
東

北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科

の
新
井
邦
夫
教
授
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
東
北
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木

明
氏
と
共
同
で
、「
超
臨
界
技
術

に
よ
る
柑
橘
類
か
ら
の
有
効
成

分
の
抽
出
に
関
す
る
研
究
（
※
）」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
た
な
地
域
技
術
と

し
て
、環
境
に
や
さ
し
い
技
術（
低

環
境
負
荷
技
術
）
で
あ
る
「
超
臨

界
水
・
亜
臨
界
水
」
利
用
に
つ
い

て
推
進
を
す
る
た
め
、
平
成
17
年

度
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
研
究
は
、
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
食
品
加
工
流
通
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
構
想
」
の
推
進
に
も
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
超
臨
界
技
術
の
実
用
化

に
向
け
て
、
サ
イ
ク
ス
を
中
心
と

し
て
産
学
官
連
携
し
た
調
査
研
究

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

※
亜
臨
界
水
・
超
臨
界
水
を
用
い

て
、「
み
か
ん
」な
ど
の
絞
り
か
す

（
搾
汁
粕
）か
ら
有
効
成
分
を
高
い

効
率
で
抽
出
・
回
収
す
る
研
究
。

西
条
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
経
営
相
談
会
」

　

創
業
や
経
営
革
新
な
ど
、
事

業
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　

８
月
24
日
㈬
・
９
月
28
日
㈬

　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

　

１
階
談
話
室

相
談
員

　

㈲
実
践
総
合
研
究
所　

経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
公
的
資

金
導
入
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

小
倉　

徳
彦
氏

申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

5年に一度の一大イベント！
今年は国勢調査の年です。

総務省統計局　http://www.stat.go.jp/　　　愛媛県

平成17年10月1日㈯
●住民登録とは関係なく、10月１日現在、ふだん住んでいる
場所で、調査票に記入していただきます。

●国勢調査は日本に住んでいるすべての人が対象となり、回
答が義務づけられています。

●調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布・受け取りにうか
がいます。

●国勢調査は未来の羅針盤として、私たちの生活にいかされ
ます。

●国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があ
り、調査内容の秘密は保護されます。
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の

二
次
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

前
回
（
５
月
）
の
申
込
者
数
が

定
員
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
短

期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
申

し
込
み
を
再
度
受
け
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
の
同
時
受
診
に
対
す
る

助
成
は
、
前
回
の
申
し
込
み
で
締

め
切
り
ま
し
た
。

■
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
35
歳
以
上
の
方
（
年
齢
は
平
成

17
年
４
月
１
日
現
在
）

〇
前
回
に
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
方

〇
現
在
、
入
院
治
療
を
受
け
て
い

な
い
方

〇
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

※
70
歳
以
上
の
方
は
、
脳
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
平
成
17
年
度
成
人
健
診
と
の

重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間

　

８
月
22
日
㈪
か
ら
受
付
を
開
始

し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受

付
を
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持

っ
て
、
次
の
申
込
場
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
場
所

　

市
庁
舎
本
館
の
保
険
年
金
課
、

各
総
合
支
所
の
市
民
生
活
課

■
負
担
金
額
（
検
査
費
用
の
８
割

を
助
成
し
ま
す
）

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

ど
ち
ら
の
場
合
も
次
の
額
で
す
。

〇
検
査
費
用　

３
万
２
０
０
０
円

〇
自
己
負
担
額　
　

６
４
０
０
円

■
受
診
が
で
き
る
医
療
機
関

○
短
期
人
間
ド
ッ
ク

　

済
生
会
西
条
病
院
、
西
条
中
央

病
院
、
村
上
記
念
病
院
、
市
立
周

桑
病
院
、
ま
な
べ
病
院
、
西
条
愛

寿
会
病
院
、
佐
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
脳
ド
ッ
ク

　

済
生
会
西
条
病
院
、
西
条
中
央

病
院
、
村
上
記
念
病
院
、
市
立
周

桑
病
院

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

国
保
係　
　
（
内
線
２
４
３
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期
（
旧
西
条
市
分
）

　

８
月
は
、
下
水
道
に
か
か
る
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納
期

（
旧
西
条
市
賦
課
分
）
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
納
期
限

○
旧
西
条
市
分　

　

第
２
期
納
期
限　

８
月
31
日
㈬

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

下
水
道
業
務
係（
内
線
２
８
２
５
）

　

８
月
の
市
税
ご
よ
み

19
日　

固
定
資
産
税
第
２
期
分
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

分
の
督
促
状
の
発
送

31
日　

市
県
民
税
第
２
期
分
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

消
防
水
利
付
近
で
の
駐
車
や
物

の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消

防
水
利
は
、
消
火
活
動
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
「
水
」
を
供
給

す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
万
一
に
備
え
て

定
期
的
に
消
防
水
利
の
巡
回
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
消

防
水
利
の
上
や
付
近
に
駐
車
し
た

り
、
物
や
ご
み
を
放
置
し
て
い
る

所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
所
で
火
災
が
発
生

す
る
と
、
確
実
に
消
火
活
動
の
支

障
と
な
り
ま
す
。

　

道
路
交
通
法
で
、
消
防
水
利
か

ら
５
㍍
以
内
は
駐
車
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。
消
火
活
動
の
妨
げ
と

な
ら
な
い
よ
う
、
消
防
水
利
の
近

く
に
駐
車
し
た
り
、
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い

　原爆死没者ならびに戦争で亡くなら
れた数多くの方々の、ごめい福と平和
を祈念するため、次の日時にサイレン
を鳴らして１分間の黙とうを呼びかけ
ます。
　職場や家庭などで、追悼と平和祈念
の黙とうをお願いいたします。
〇広島平和記念日
　８月６日㈯　８時15分
〇ながさき平和の日
　８月９日㈫　11時２分
〇戦没者を追悼し平和を祈念する日
　８月15日㈪　12時

追悼と恒久平和を祈って
サイレンの吹鳴を行います

▲上のような標識や黄色いマンホールの
付近での駐車は禁止されています。
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児
童
扶
養
手
当

８
月
は
現
況
届
の
月
で
す

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
所

得
や
養
育
の
状
況
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
現
況
届
）
。

　

現
況
届
を
し
な
い
と
、
８
月
分

以
降
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
証
書
（
該
当
者
に
は
７

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
）

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

計
を
別
に
す
る
児
童
を
監
護
し
て

い
る
母
親
、
ま
た
は
母
親
に
代
わ

っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金

な
ど
、
公
的
年
金
の
受
給
者
（
受

給
可
能
者
）
、
母
親
・
養
育
者
の

前
年
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合

に
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
、
ま
た
は
障
害
が
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
で
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
児
童

〇
父
母
が
離
婚

〇
父
親
が
死
亡

〇
父
親
が
一
定
の
障
害
者

〇
父
親
が
生
死
不
明

〇
父
親
が
一
年
以
上
遺
棄

〇
父
親
が
一
年
以
上
拘
禁

〇
未
婚
の
母
の
子　

な
ど

■
届
け
出
先

〇
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

児
童
係　
　
（
内
線
２
３
３
２
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
５
）

○
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

○
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

お
盆
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く
み

取
り
を
お
休
み
し
ま
す

■
ご
み
収
集
の
休
み

　

８
月
15
日
㈪
・
８
月
16
日
㈫
は

次
の
区
域
の
ご
み
収
集
を
お
休
み

し
ま
す
。
対
象
区
域
の
方
は
次
回

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
み
後
の
収
集
は
時
間
が
大
幅

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
朝

８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
８
月
15
日
㈪

　

旧
西
条
市
・
旧
東
予
市
区
域

〇
８
月
16
日
㈫

　

市
内
全
域

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
さ
れ

て
い
る
方
へ

　

収
集
の
休
み
を
お
知
ら
せ
す
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、

担
当
課
窓
口
、
各
公
民
館
に
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
の
休
み

　

左
表
の
日
程
で
各
く
み
取
り
業

者
が
休
業
す
る
予
定
で
す
。
お
盆

の
時
期
は
く
み
取
り
の
依
頼
が
集

中
す
る
の
で
、
早
め
に
業
者
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備企業組合
㈲石鎚スカイクリーン
周桑衛生企業組合 　 ℡0898‒65‒5659
みつわ衛生社 　　 　℡0898‒64‒4943
㈲三芳衛生社 　 　　℡0898‒66‒4098
㈲丹原清掃社 　 　　℡0898‒68‒5015
ヒカリ環境開発㈲  　℡0898‒68‒6533
周桑衛生企業組合  　℡0898‒72‒5226
㈲小松協同企業 　 　℡0898‒72‒4498

８月14日～16日

８月13日～17日

８月14日

８月13日～17日
８月14日

旧西条市

旧東予市

旧丹原町

旧小松町

℡0897‒55‒3244
℡0897‒57‒7655

担当区域 業　　者　　名 休 業 期 間

高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し
い
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

　

公
営
住
宅
整
備
事
業
は
、
市
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
建
設
中
の
「
古
川
団
地
２
区
」
は
、
平
成
18
年
１
月
に
完
成

予
定
で
す
。
入
居
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
広
報
紙
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
庁
舎
別
館
（
２
階
）
建
築
住
宅
課
住

宅
係
（
内
線
２
７
５
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＜事業の概要＞
団地名　　古川団地２区
場　所　　古川甲252番地１（左地図参照）
構造等　　鉄筋コンクリート造　６階60戸
工　種　　建物および外構整備工事など
完　成　　平成18年１月予定
特　色　　住戸型式：単身高齢者・障害者・
　　　　　　　　　　一般世帯向け
　　　　　住戸規模：１ＤＫ～３ＬＤＫ
　　　　　バリアフリー化住宅
　　　　　エレベーターの設置
　　　　　駐車場（60区画）、駐輪場

古川団地2区位置図

建設地

加茂川

古
川
橋

完成予想図
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

お
知
ら
せ



ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
か
？

　

最
近
、「
収
集
日
時
・
場
所
」や

「
分
別
区
分
」な
ど
を
守
ら
な
い
で

ご
み
を
出
す
人
が
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
残
さ
れ
る
「
ル
ー
ル
違
反
の
ご

み
」
が
多
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
で
ご
み
を

出
す
と
、
ご
み
の
収
集
に
支
障
を

き
た
す
ば
か
り
か
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
管
理
し
て
い
る
自
治
会
や
地

域
住
民
の
方
に
、
多
く
の
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
チ
ラ

シ
（
「
家
庭
ご
み
」
の
正
し
い
分

け
方
・
出
し
方
）
を
よ
く
読
ん

で
、
必
ず
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
し
方
の
注
意
点

〇
ご
み
は
、
収
集
日
の
朝
８
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
決
め
ら

れ
た
指
定
袋
・
処
理
券
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
指
定
袋
・
処
理
券
に
氏
名

な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
地
区
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご

み
を
出
す
場
合
は
、
必
ず
管
理

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■
も
え
る
ご
み
の
注
意
点

　

大
型
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
厚
手
の

衣
類
（
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
）
、
シ

ー
ツ
な
ど
は
粗
大
ご
み
で
す
。

■
も
え
な
い
ご
み
の
注
意
点

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
、
ガ
ス
が
入

っ
て
い
た
も
の
は
必
ず
穴
を
開

け
、
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

■
資
源
ご
み
の
注
意
点

　

ガ
ラ
ス
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
収
集
は
、
飲
料
用
、
食
品
用
の

も
の
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
空
き
缶
や
陶
磁
器
類
な

ど
は
資
源
ご
み
と
し
て
収
集
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

一
升
び
ん
・
ビ
ー
ル
び
ん
な
ど

の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
、
購
入

店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
剪
定
枝
の
注
意
点

　

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
し
た
枝
の

う
ち
、
葉
や
小
枝
は
、
指
定
袋
に

入
れ
て
、
も
え
る
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

葉
や
小
枝
を
取
り
除
い
た
直
径

３
㌢
・
長
さ
１
㍍
以
下
の
枝
は
、

直
径
30
㌢
の
大
き
さ
に
束
ね
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
特
例
と
し
て
指
定

袋
に
入
れ
ず
に
、
も
え
る
ご
み
で

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
２
束

ま
で
）

　

直
径
３
㌢
以
上
10
㌢
未
満
の
剪

定
枝
は
粗
大
ご
み
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
市
で
収
集
で
き
な
い
ご
み

　

次
の
ご
み
は
、
収
集
で
き
ま
せ

ん
。
購
入
店
や
専
門
の
処
理
業
者

に
依
頼
し
て
、
適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
収
集
で
き
な
い
ご
み

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
オ
イ
ル
エ

レ
メ
ン
ト
な
ど
の
自
動
車
部
品
、

天
日
温
水
器
、
農
機
具
（
農
業
用

資
材
含
む
）、
産
業
廃
棄
物
な
ど

■
多
量
ご
み
の
注
意
点

　

一
度
に
多
量
の
ご
み
を
出
す
と

き
は
、
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
小
松
町
大
頭
）
に
直
接
搬
入
す

る
か
、
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
、

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

多
量
の
ご
み
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
た
場
合
は
、
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
・
タ
イ
ヤ
・
消
火
器

（
特
別
粗
大
ご
み
）を
収
集
し
ま
す

　

不
用
と
な
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
、

タ
イ
ヤ
、
消
火
器
を
９
月
下
旬
に

収
集
し
ま
す
。
事
前
に
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
収
集
を
希
望

す
る
方
は
担
当
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
収
集
で
き
る
数

　

１
家
庭
に
つ
き
次
の
数
ま
で
申

し
込
め
ま
す
。

〇
バ
ッ
テ
リ
ー　

２
個
ま
で

〇
タ
イ
ヤ　
　
　

５
本
ま
で

〇
消
火
器　
　
　

２
本
ま
で

■
収
集
場
所

　

市
庁
舎
、
各
総
合
支
所

■
申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈪
〜
８
月
19
日
㈮

■
申
込
先

　

お
住
ま
い
の
区
域
（
旧
市
町
区

域
）
で
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
旧
西
条
市
区
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
５
３
）

〇
旧
東
予
市
区
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
５
５
）

〇
旧
丹
原
町
区
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
２
０
９
）

〇
旧
小
松
町
区
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
３
２
）

平成16年度のごみ処理状況お知らせ

家庭系ごみの収集量　　年間２万9,228トン
年間排出量　　　１人当たり251キログラム
処理費用（収集運搬・処理）　８億106万円

≪家庭系ごみ収集量（年間２万9,228トン）の内訳≫
可燃ごみ　⇒　２万2,794トン　　不燃ごみ　⇒　　2,214トン
粗大ごみ　⇒　　　1,029トン　　資源ごみ　⇒　　3,191トン
≪資源ごみ収集量（年間3,191トン）の内訳≫
び　　ん　⇒　無色184トン　茶色210トン　その他45トン
ペットボトル　⇒　110トン
古　　紙　⇒　新聞1,159トン　雑誌1,104トン　ダンボール379トン

　平成16年度に市内で収集された「家庭系ごみ」の量
は、ほぼ前年度並み（0.4％減少）でした。今後ともよ
り一層、ごみの減量化と適正処理にご協力ください。
■ごみを減らす方法
○必要のない物は買わない。
○まだ使える物はむやみに捨てず、再利用する。（リ
サイクルの推進）

○ごみの分別を徹底する。
○「生ごみ」などは、水切りをしっかりする。
　ごみ処理量は重量で計算するため、水分も処理量の
一部となります。

○生ごみ処理機や処理容器を利用して、減量化・堆肥
化をする。（処理機・処理容器の購入には、市の補
助制度があります）

○古紙などの資源ごみは集団回収へ出す。（集団回収
団体には、市の補助制度があります）

■問合せ　詳しいごみの減量方法や補助制度などにつ
いては、市庁舎別館衛生課、または各総合支
所市民生活課へお問い合わせください。
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結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

　

市
で
は
、結
婚
50
周
年
（
金
婚
）

を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
、
各
地

区
で
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
に
お
招

き
し
て
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

昭
和
30
年
に
結
婚
を
さ

れ
た
ご
夫
婦

■
届
出
方
法

　

届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
て
、
担
当
課
ま
た
は
各
公

民
館
へ
８
月
12
日
㈮
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書
は
提
出

先
に
あ
り
ま
す
。

■
敬
老
会
の
日
程

　

９
月
に
開
催
予
定
。
各
地
区
で

開
催
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
２
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係　
（
内
線
１
３
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係　
（
内
線
２
８
１
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係　
（
内
線
１
２
３
）

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
変
更
や
執
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委

員
の
皆
さ
ん
に
審
議
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
第
２
回
目
と
な
り
、
左

表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
室

　

地
域
振
興
係（
内
線
２
５
３
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
３
１
４
）

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
３
０
）

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
１
２
）

石
綿
障
害
予
防
規
則
が
施
行
さ

れ
ま
し
た

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
は
、
肺

が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
の
健
康
障
害

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
石
綿
が
多
く
使
用
さ
れ

た
建
築
物
の
解
体
工
事
が
増
加
す

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
石
綿
障
害
予

防
規
則
が
平
成
17
年
７
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
規
則
は
、
解
体
工
事
従
事

労
働
者
の
石
綿
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
規
則
の
ポ
イ
ン
ト

①
建
築
物
解
体
な
ど
に
お
け
る
石

綿
使
用
の
事
前
調
査

②
建
築
物
解
体
な
ど
に
お
け
る
作

業
計
画
作
成
の
義
務
付
け

③
解
体
作
業
の
届
出

④
特
別
教
育
の
実
施

⑤
作
業
主
任
者
の
選
任

⑥
保
護
具
な
ど
の
使
用

⑦
湿
潤
化
な
ど
の
措
置

⑧
隔
離
・
立
入
禁
止
措
置

⑨
建
築
物
解
体
な
ど
の
注
文
者
の

配
慮

■
問
合
せ

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
８
９
７―

３
７―

０
１
５
１

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
共
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

ば
、
安
全
・
確
実
・
有
利
で
、
し

か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

を
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

■
制
度
の
特
色

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。
新
規
契
約
の
場
合
は
、
市

の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〇
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

〇
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
は
、
通

常
の
従
業
員
よ
り
低
い
掛
金
で

加
入
で
き
ま
す
。

■
掛
金
の
種
類

　

月
額
５
０
０
０
円
か
ら
３
万
円

ま
で
の
16
種
類
で
す
。

■
加
入
方
法

　

金
融
機
関
に
あ
る
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
中
退
共
制
度
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部　

℡
０
３―

３
４
３
６―

０
１

５
１

〇
市
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

市
庁
舎
本
館
商
工
振
興
課

　

商
工
振
興
係（
内
線
２
５
４
３
）

四国電気保安協会からのお知らせ

＜点検をしておきましょう＞
　強風でテレビのアンテナが倒れた
り、看板やトタン板などが飛ばされ
たりしないように、点検をしておき
ましょう。
　ビニールハウスや樹木の枝が風で
飛ばされて電線に絡まると、停電の
原因にもなりますので、家の周辺も
注意して点検してください。
＜停電に備えましょう＞
　万が一の停電に備えて、懐中電灯
やトランジスターラジオを準備して
おいてください。
＜切れた電線に触らないで！＞
　台風が過ぎ去った後で切れた電線
や垂れた電線があれば、触らないで
電力会社へ連絡してください。

■問合せ　㈶四国電気保安協会
　　    　　愛媛支部西条事業所
　　　　　℡0897－56－5069

■第２回地域審議会の日時・場所

西条地区
地域審議会

８月３日㈬
13時30分

東予地区
地域審議会

８月４日㈭
13時30分

小松地区
地域審議会

８月10日㈬
13時30分

丹原地区
地域審議会

８月12日㈮
13時30分

市庁舎本館
５階大会議室
東予総合福祉センター
２階会議室

小松総合支所
２階ホール
丹原総合支所
３階第31会議室

審議会名 日　　時 会　　　場
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

お
知
ら
せ



■特定計量器定期検査の日時・場所

９月５日（月）

９月６日（火）
９月７日（水）

９月８日（木）
９月９日（金）

９月12日（月）
９月13日（火）

９月14日（水）
９月15日（木）

９月16日（金）

９月20日（火）

９月21日（水）

10：30～12：00
13：30～15：00
10：30～15：00
10：30～12：00
13：30～15：00
10：30～15：00
10：30～12：00
14：00～15：00
10：30～15：00
10：30～12：00
13：30～15：00
10：30～15：00
10：30～12：00
13：30～15：00
10：30～12：00
13：30～15：00
10：30～11：30
13：00～15：00
10：30～14：00

日　　　時
ＪＡ西条氷見支所
ＪＡ西条橘支所
ＪＡ西条大町支所
ＪＡ西条神戸支所
ＪＡ西条飯岡支所
ＪＡ西条中央支所
ＪＡ西条中央支所
ＪＡ周桑石根支所
小松総合支所
中川公民館
田野公民館
丹原公民館
丹原公民館
周布公民館
国安公民館
三芳公民館
吉岡公民館
壬生川公民館
壬生川公民館

場　　　所
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す

　

商
品
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の

証
明
行
為
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計

量
器
（
は
か
り
）
は
精
度
を
確
保

す
る
た
め
、
２
年
に
１
度
の
検
査

を
受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
特

定
計
量
器
や
、
検
査
で
不
合
格
と

な
っ
た
特
定
計
量
器
を
取
引
や
証

明
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
計
量
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
表
の
日
程
で
検
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
特
定
計
量
器
を
使
用

し
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
体
重
計

や
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
ど
は

検
査
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
手
数
料

　

５
０
０
円
か
ら
３
７
０
０
円
程

度
で
す
。
（
特
定
計
量
器
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
市
民
相
談
課

　

市
民
活
動
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
６
５
）

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
３
１
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
３
０
）

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
１
２
）

〇
愛
媛
県
計
量
検
定
所

℡
０
８
９―

９
４
７―
４
０
０
１

多
賀
郷
土
誌
（
改
訂
版
）
を

発
刊
し
ま
す

　

昨
年
４
月
に
発
刊
し
た
「
多
賀

郷
土
誌
」
の
改
訂
版
を
、
８
月
に

発
刊
し
ま
す
。
前
回
の
発
刊
分
は

地
元
を
は
じ
め
、
各
地
の
方
々
か

ら
好
評
を
い
た
だ
き
完
売
し
ま
し

た
。

　

多
賀
郷
土
誌
は
、
多
賀
地
域
の

沿
革
や
そ
の
他
資
料
を
、
写
真
や

図
解
を
交
え
て
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。
全
８
編
、
５
６
３
ペ
ー

ジ
の
構
成
で
す
。

　

こ
の
郷
土
誌
で
、
地
元
住
民
の

方
に
は
、
い
っ
そ
う
郷
土
愛
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
地
域
以
外
の
方

に
は
、
多
賀
を
深
く
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

金
額
や
購
入
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
多
賀
郷
土
誌
委
員
会
（
℡
０

８
９
８―

６
４―

２
０
８
３　

多

賀
公
民
館
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　架空請求は、利用した覚えのない有料アダルト番組の利
用料や、借りた覚えのない借金などを、悪質な業者が一方
的に請求するものです。請求書は無差別に送られ、直接自
宅や会社に出向くといったことが書いてあるなど、受け取
った人が不安になるような内容になっています。

対処方法
〇身に覚えのない請求に対しては、お金を支払わないでく
ださい。
〇相手の脅し文句にひるまないでください。
〇相手先へは、絶対に連絡しないでください。
〇悪質な取り立てを受けたときは、警察へ連絡してくださ
い。
〇「督促手続」や「少額訴訟手続」など裁判所の手続きを
悪用する場合もあります。裁判所から書類が届いた場合
は放置せず、次の「相談窓口」へご相談ください。その
際、悪質な業者が裁判所からの通知であるかのように装
っている場合がありますので、書類に記載された連絡先
には、本当の裁判所であることが確認できるまで、連絡
しないでください。

相談窓口
〇市庁舎本館　市民相談課市民活動支援係（内線2465）
〇東予総合支所　総務課地域振興係（内線315）
〇丹原総合支所　総務課地域振興係（内線230）
〇小松総合支所　総務課地域振興係（内線212）
〇西条地方局　くらしの窓口　℡0897－56－3700
〇愛媛県生活センター　℡089－925－3700
〇西条警察署　℡0897－56－0110
〇西条西警察署　℡0898－64－0110

▲写真は前回発刊した多賀郷土誌

　食品は、生命・健康に密接なかか
わりがあり、その衛生の確保、向上
を図ることは、健やかな日常生活を
営むうえでとても重要です。
　特に夏期は、さまざまな細菌によ
る食中毒が多発しやすい時期です。
　西条保健所・西条食品衛生協会（℡0897－56－1300）で
は、食品衛生月間である８月に食品衛生思想の普及・啓発
をより一層推進し、食中毒の予防などを呼びかけます。

８月は「食品衛生月間」です！

食
中
毒

に
ご用
心！
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第
28
回
市
民
総
合
体
育
大
会

■
日
時　

９
月
４
日
㈰

　

８
時
か
ら
、
ひ
う
ち
陸
上
競
技

場
で
開
会
式
を
実
施
し
ま
す
。　

　

雨
天
の
場
合
、
サ
ッ
カ
ー
、
水

泳
、
陸
上
競
技
以
外
の
屋
外
競
技

は
９
月
11
日
㈰
に
順
延
し
ま
す
。

※
各
競
技
の
開
催
時
間
・
場
所
に

つ
い
て
は
、
担
当
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
競
技
種
目

　

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
参
加
資
格

　

市
民
の
方
で
、
１
人
１
種
目
に

限
り
ま
す
。
各
競
技
種
目
に
よ
っ

て
、
年
齢
や
チ
ー
ム
編
成
な
ど
に

規
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

申
し
込
み
の
際
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

８
月
19
日
㈮

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

　

体
育
振
興
係（
内
線
５
２
５
５
）

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

乳
児
か
ら
大
人
ま
で
の
応
急
手

当
の
方
法
を
、
受
講
者
の
希
望
に

沿
っ
た
内
容
で
行
い
ま
す
。

　

講
習
に
は
、
心
肺
停
止
状
態
の

患
者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て

蘇
生
（
そ
せ
い
）
さ
せ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取

り
扱
い
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
電
話
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
当
日
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
21
日
㈰

　
　
　
　

９
時
〜
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

　
　
　
　
　
（
新
田
１
８
３―

１
）

■
申
込
先

〇
東
消
防
署

℡
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

〇
西
消
防
署

℡
０
８
９
８―
６
８―

０
１
１
９

商
工
会
議
所
簿
記
講
習
会

■
場
所
・
日
程

○
東
予
市
商
工
会
館

　

８
月
22
日
㈪
〜
９
月
16
日
㈮
の

間
に
計
20
回
受
講
し
ま
す
。（
講

習
時
間
は
19
時
30
分
〜
21
時
30
分
） 

〇
西
条
商
工
会
館

　

８
日
25
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈫
の

間
に
計
18
回
受
講
し
ま
す
。（
講

習
時
間
は
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
） 

■
申
込
期
限　
　

〇
東
予
市
商
工
会
館
実
施
分

　

８
月
10
日
㈬

〇
西
条
商
工
会
館
実
施
分

　

８
月
17
日
㈬

■
申
込
先

　

実
施
場
所
で
申
込
先
と
受
講
内

容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

各
講
座
と
も
に
受
講
料
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
申
し
込
み
の
際

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
東
予
市
商
工
会
館
実
施
分

　

東
予
市
商
工
会
議
所

℡
０
８
９
８―

６
４―

５
０
０
０

　

小
松
町
商
工
会

℡
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
９

〇
西
条
商
工
会
館
実
施
分

　

西
条
商
工
会
議
所

℡
０
８
９
７―

５
６―

２
２
０
０

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

８月のスポーツカレンダー

佐々木記念　西条ひうち記
録会（陸上競技）

佐野野球教室

四国アイランドリーク
愛媛ＶＳ徳島

四国アイランドリーグ
愛媛ＶＳ高知

全日本中学卓球地区予選

県下選手権軟式野球大会
東予支部予選

愛媛県レディース剣道大会

全日本卓球選手権大会
西条地区予選

スカッシュバレー交流大会

７日（日） ９：00 ひうち陸上競技場

ひうち球場

東予運動公園野球場

東予運動公園野球場

総合体育館

東予運動公園野球場

東予体育館

総合体育館

小松体育館

９日（火） 13：00

13日（土） 18：00
14日（日） 18：00

17日（水） 18：00

23日（火） ８：00

28日（日） ９：00

28日（日） ９：00

28日（日） ８：00

29日（月）  20：00

■市民総合体育大会競技種目

軟式野球

ソフトボール

バレーボール

サッカー

硬式卓球

ソフトテニス

テニス

バドミントン

柔　道

弓　道

少林寺拳法

水　泳

空手道

クロッケー

バスケットボール

陸上競技

レク・バレー

ミニバレー

剣　道

一般、中学生男子
小学生
一般男性、中学生女子
小学生男子
一般女性、中学生
小学生
中学生男子
小学生男子

一般、中学生

一般、高校生
中学生

一般

一般、高校生
中学生、小学生

一般、高校生

一般男性、高校生
中学生、小学生男子

一般、高校生

一般、高校生、中学生
小学生、幼年
一般、高校生
中学生、小学生
一般、高校生
中学生、小学生

一般、高校生
中学生、小学生

60歳以上

中学生

一般

男性45歳以上
女性40歳以上

種　　目 対　　　象 種　　目 対　　　象

この表中、一般とは18歳以上の方
です。（高校生を除きます）
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111



２
０
０
５　

ホ
ー
ル
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
養
成
講
座

　

舞
台
、
音
響
、
照
明
装
置
の
操

作
方
法
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
企
画
立
案
）
に
つ
い
て
、
ホ

ー
ル
全
般
の
基
礎
的
な
技
術
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

舞
台
の
裏
側
で
の
緊
張
と
高
揚

感
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程

　

８
月
28
日
㈰
10
時
か
ら
開
講
式

を
行
い
ま
す
。
第
１
回
目
の
講
習

は
、
９
月
10
日
㈯
18
時
か
ら
実
施

し
ま
す
。
（
計
10
回
実
施
予
定
）

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
申
込
期
限　

８
月
20
日
㈯

■
申
込
先　

丹
原
文
化
会
館

℡
０
８
９
８―

６
８―

３
５
５
５

８
月
の
人
材
育
成
研
修
講
座

■
パ
ソ
コ
ン
研
修
講
座

○
業
務
用
高
度
エ
ク
セ
ル
・
Ｖ
Ｂ
Ａ

　

20
日
㈯
・
27
日
㈯　

９
時
〜
16
時

○
Ｊ
Ｗ―

Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
編

　

20
日
㈯
・
21
日
㈰
・
27
日
㈯

　

９
時
〜
16
時

■
経
営
・
管
理
研
修
講
座

○
コ
ー
チ
ン
グ
・
ス
キ
ル
②

　

10
日
㈬　

９
時
〜
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
が

　

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

　

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９

　

７―

６
６―

１
１
１
１
）
へ
。

テ
ニ
ス
教
室

■
日
時

　

９
月
２
日
㈮
〜
11
月
４
日
㈮
の

金
曜
日　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

■
場
所

　

小
松
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
定
員　

10
人
予
定

■
受
講
料　

５
０
０
０
円

■
コ
ー
チ　

小
松
テ
ニ
ス
愛
硬
会

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、
郵
送
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

〒
７
９
９―
１
１
０
６　

小
松

町
大
頭
甲
３
３
６―
６　

小
松
テ

ニ
ス
愛
硬
会
（
小
笠
原
宛
）
℡
・

℻
０
８
９
８―

７
２―
３
６
７
２

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

市
民
で
組
織
さ
れ
る
器
楽
、
バ

ン
ド
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
団
体

■
定
員　

10
団
体
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

　

８
月
10
日
㈬
〜
31
日
㈬

■
開
催
日

　

11
月
13
日
㈰（
10
時
30
分
開
演
）

■
応
募
先　

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８―

６
６―

４
１
８
５

森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
事
業

の
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

森
林
環
境
税
は
、
愛
媛
の
森
を

県
民
み
ん
な
で
守
り
育
て
て
い
く

た
め
に
導
入
さ
れ
た
税
金
で
す
。

　

県
で
は
森
林
環
境
税
を
活
用
し

た
事
業
を
実
施
す
る
上
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

■
提
案
の
種
類

〇
県
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の（
県
民
施
策
提
案
公
募
事
業
）

〇
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
活
動
の
費

用
を
補
助
す
る
も
の
（
県
民
活

動
提
案
公
募
事
業
）

■
問
合
せ

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

愛
媛
県
森
の
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
９―
９
９
０―

７
０
１
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

藻
場
（
も
ば
）
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

藻
場
は
ア
マ
モ
な
ど
の
海
草
が

群
生
し
て
い
る
所
で
、
魚
介
類
の

産
卵
や
成
育
の
場
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

河
原
津
海
岸
に
あ
る
ア
マ
モ
の

藻
場
は
、
昨
年
の
台
風
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
藻
場
の
復
活
を
め
ざ

す
た
め
、
ア
マ
モ
の
植
え
付
け
を

行
う
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、

ス
タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

〇
作
業　

２
０
０
人

〇
ス
タ
ッ
フ　

10
人

■
募
集
対
象　

小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
応
募
期
限　

８
月
10
日
㈬

■
作
業
日
時

　

８
月
20
日
㈯　

15
時
〜
17
時

（
ス
タ
ッ
フ
は
14
時
集
合
）

■
集
合
場
所　

河
原
津
海
岸

■
申
込
先　

中
予
水
産
試
験
場

℡
０
８
９―

９
８
３―

５
３
７
８

消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

　

県
で
は
、
「
愛
媛
県
消
費
者
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、

消
費
者
相
談
に
対
す
る
助
言
や
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報
の
収
集
・
報

告
、
食
品
表
示
の
調
査
・
報
告
な

ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期　

平
成
17
年
11
月
１
日
〜

平
成
19
年
10
月
31
日

■
応
募
資
格　

地
域
で
積
極
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
満
20
歳

以
上
の
県
内
居
住
者

■
応
募
期
限　

９
月
20
日
㈫

■
応
募
方
法

　

西
条
地
方
局
、
市
役
所
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　

■
応
募
先

　

〒
７
９
３―

０
０
４
２　

喜
多

川
７
９
６―

１　

西
条
地
方
局
県

民
生
活
課　

℡
・
℻
０
８
９
７―

５
６―

３
７
０
０

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
の
テ
レ
ビ

と
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制
大
学
で
す
。

　

幅
広
い
分
野
の
放
送
授
業
（
学

部
約
３
０
０
科
目
、
大
学
院
約
60

科
目
）
と
、
印
刷
教
材
（
テ
キ
ス

ト
）
を
併
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

　

15
歳
以
上（
大
学
院
は
18
歳
以

上
）で
あ
れ
ば
好
き
な
科
目
を
１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。
18
歳
以
上

で
あ
れ
ば
学
士（
教
養
）の
学
位
取

得
を
め
ざ
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
放
送
大
学
で
は
２
学
期

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
進
呈
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間　

８
月
31
日
㈬
ま
で

■
問
合
せ

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９―

９
２
３―

８
５
４
４
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

谷 折 り 線

谷 折 り 線

切 り 取 り 線

谷

折

り

線

谷

折

り

線

住 所

氏 名 電話

件　名 について

（　　　　　歳）

平成　　年　　月　　日

西条市への意見書

の

り

し

ろ

の

り

し

ろ

の り し ろ

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

西
条
市
青
年
農
業
者
協
議
会
主

催
に
よ
る「
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
、
９
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
に
フ

ジ
西
条
玉
津
店
（
玉
津
５
６
４―

１
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

楽
し
い
「
か
か
し
」
の
出
展
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
、

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

出
展
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
で
選

ば
れ
た
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
・

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
出
展
方
法　

　

８
月
26
日
㈮
ま
で
に
応
募
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
協
議

会
が
作
品
を
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
投
票
の
受
付

　

展
示
期
間
中
は
、
コ
ン
テ
ス
ト

の
投
票
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

９
時
か
ら
15
時
の
間
に
投
票
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
抽
選
で

景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
応
募
先　

市
庁
舎
本
館
農
林
水

産
課
農
政
係
（
内
線
２
６
２
２
）

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

募
集

　

国
税
庁
で
は
「
税
に
関
す
る
高

校
生
の
作
文
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
、
国
税
庁
の
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

発
表
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

高
校
生

■
テ
ー
マ　

税
金
に
関
す
る
も
の

■
応
募
点
数
・
文
字
数

　

１
人
１
編
、
２
０
０
０
字
程
度

※
作
文
の
冒
頭
に
題
名
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
を
、
末
尾
に
応

募
者
の
住
所
、
学
校
の
所
在
地

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

９
月
７
日
㈬

■
応
募
先

　

伊
予
西
条
税
務
署
総
務
課

℡
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９
０

全
国
ま
ん
が
税
金
展
作
品
募
集

　

高
松
国
税
局
で
は
「
第
９
回
全

国
ま
ん
が
税
金
展
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
個
人
、
グ
ル
ー

プ
で
応
募
で
き
ま
す
。

■
募
集
部
門

　
「
一
般
」「
高
校
生
」「
中
学
生
」

「
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
４
部
門
で
す
。

　

各
部
門
で
最
優
秀
賞
な
ど
を
選

ぶ
ほ
か
、
全
部
門
の
中
か
ら
大
賞

を
１
点
決
定
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

税
金
に
関
す
る
も
の

■
作
品
の
規
定

　

Ｂ
４
サ
イ
ズ
（
３
６
４
㍉
×

２
５
７
㍉
）
の
用
紙
に
描
い
た
も

の
で
、１
作
品
に
つ
き
１
枚
。（
片

面
使
用
。
コ
マ
割
り
は
自
由
）

■
応
募
期
限　

９
月
９
日
㈮

■
応
募
先

　

伊
予
西
条
税
務
署
総
務
課　

℡
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９
０

ケ
ア
プ
ラ
ザ
新
居
浜

入
居
者
募
集

　

ケ
ア
プ
ラ
ザ
新
居
浜
（
愛
媛
労

災
特
別
介
護
施
設
）
は
厚
生
労
働

省
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
重
度
の

労
災
年
金
受
給
者
に
、
そ
の
傷
病

や
障
害
に
即
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
条
件

　

労
災
年
金
受
給
者
で
傷
病
・
障

害
等
級
が
１
級
〜
３
級
に
該
当
、

ま
た
は
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る

方
で
、
在
宅
で
の
介
護
に
困
っ
て

い
る
方
。（
心
身
の
状
況
な
ど
で
入

居
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
問
合
せ　

ケ
ア
プ
ラ
ザ
新
居
浜

℡
０
８
９
７―
６
７―

１
１
２
２

自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格
な
ど

〇
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

〇
曹
候
補
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

〇
一
般
曹
候
補
学
生

　

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

〇
航
空
学
生

　

高
校
を
卒
業
（
平
成
18
年
３
月

卒
業
見
込
者
含
む
）
し
た
、
21
歳

未
満
の
者

〇
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
生

　

高
校
を
卒
業
（
平
成
18
年
３
月

卒
業
見
込
者
含
む
）
し
た
、
21
歳

未
満
の
者

〇
看
護
学
生

　

高
校
を
卒
業
（
平
成
18
年
３
月

卒
業
見
込
者
含
む
）
し
た
、
24
歳

未
満
の
者

■
受
付
期
間

〇
２
等
陸
・
海
・
空
士
、
曹
候
補

士
、
一
般
曹
候
補
学
生
、
航
空

学
生

　

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
８
日
㈭

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
の
男
子
に

つ
い
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
募

集
し
て
い
ま
す
。

〇
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
生
、

看
護
学
生

　

９
月
９
日
㈮
〜
30
日
㈮

■
問
合
せ

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
自

衛
隊
新
居
浜
出
張
所
（
℡
０
８
９

７―

３
２―

５
３
９
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民駅伝チーム

西条市陸協が誕生しました
　西条市陸上競技協会を中心とする関係者の皆さんのご努力に
よって、市民駅伝チーム「西条市陸協」が誕生しました。（平
成17年５月、愛媛県陸上競技協会に登録済）
　西条市陸協は、合併によって誕生した新西条市を代表するよ
うな駅伝チームをつくり、市民の早期融和、活力あるまちづく
りに貢献したいとの情熱が実を結んだものです。
　現在、チームはクラレ西条㈱および日新製鋼㈱東予製造所の
陸上選手を中心に構成されています。今後、市民から広く選手
を公募し、愛媛県をリードする競技チームになるように強化を
図っていきます。
　また、第２種公認陸上競技場である「ひうち陸上競技場」を
有効に活用し、将来的には同競技場を起点とした各種公式競技
大会を誘致するなど、夢を大きく広げて活動しています。
　市民の皆さんのご支援・ご協力をお願いいたします。
■もっと詳しく知りたい方は…
　西条市陸協チーム事務局（大森監督宅）℡・℻ 0897－53－5803
　西条市陸上競技協会ＨＰ　　http://www.saijo-rikujo.jp/

▲昨年の最優秀作品
　（小学生の部）
　玉津小学校
　「がんばれニッポン」
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

募
集



切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

谷 折 り 線

谷 折 り 線

切 り 取 り 線

谷

折

り

線

谷

折

り

線

住 所

氏 名 電話

件　名 について

（　　　　　歳）

平成　　年　　月　　日

西条市への意見書

の

り

し

ろ

の

り

し

ろ

の り し ろ
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ご自由なご意見をお寄せください　『西条市への意見書』
　市では、市民の皆さんがまちづくりや市のいろいろな事業に対して、〝誰でも〟
〝いつでも〟〝自由に〟思いや提言ができるようにするため、広報紙を活用して「西
条市への意見書」のページを設けました。封筒を兼ねたこの「西条市への意見書」を
利用して、日ごろお気づきのことをお聴かせください。
　仕事の都合などで「市への意見箱」が利用できない方は、ぜひご活用ください。

〈裏面に封筒の作り方を掲載しています。〉



切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

山 折 り 線

山 折 り 線

切 り 取 り 線

山

折

り

線

山

折

り

線

料
金
受
取
人
払

西
条
郵
便
局

承
　
認

差
出
有
効
期
限

平
成
18
年
3月
31
日
ま
で

27

7
9
3
8
7
9
0

西 条 市 長  行

西 条 市 明 屋 敷 一 六 四 番 地

西 条 市 役 所 （ 市 民 相 談 課 ）

◆簡易封筒の作り方
○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。
○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。
○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。
◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。
※料金受取人払の有効期限は平成 18 年３月 31 日までとなっていますので、それ以降
については切手が必要となります。
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合田幸代油絵画展
10月末日まで展示（予定）
オアシスギャラリー（有料）

　四国中央市在住の合田幸代
さんは、新協美術会の委員を
され、数多くの作品を全国に
出展されています。ミステリ
アスな人物と自然を取り入れ
た、160号の大作から小作品
まで展示します。

山路恒夫水彩画作品展
８月１日㈪～30日㈫　椿交流館

　市内在住の山路恒夫さんによ
る作品展です。山路さんは退職後、
初めて水彩画と出会い３年。花を
中心に温かく穏やかな色彩の作品
を描かれています。ぜひご覧くだ
さい。

８月の休館日
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日（17 日を除く）。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

館蔵品展　８月３日㈬～18日㈭
　当館が所蔵している作品の中から、郷土出身の書家や画家
による作品を中心に展示します。

西条版画展　８月25日㈭～９月16日㈮
　銅版、シルクスクリーン、木版など、版画を愛好する７人
の方が企画した第１回目の作品展です。この作品展では、版
画愛好家による出展作品を募集しています。出展を希望され
る方は、当館へご連絡ください。

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時30分～18時（土･日曜日は17時まで）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29
℡0898－76－3111（オアシス）　℡0898－76－3511（椿交流館）

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

８月の休館日：毎週月曜日　開館時間　８時30分～17時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

小・中学生無料解放日
　８月６日㈯　13日㈯　10時～12時
水中エアロビクス教室
　８月27日㈯・９月３日㈯・９月10日㈯
　19時～20時
　対象：15歳以上　定員：30人　受講料：2000円

８月の休館日：毎週月曜日　開館時間　10時～21時

東予郷土館
周布427　℡0898－65－4797

カブトガニ探検隊　－干潟を観察しよう－
　８月６日㈯　15時30分
　河原津海岸でカブトガニの幼生を探しながら、干潟にすむ
生物や自然環境について学習します。
※小学３年生以下の参加者は、保護者が同伴してください。

カブトガニ公開講座　８月21日㈰　13時～15時30分
　「日本カブトガニを守る会」の総会が西条市で開催される
のを記念して中央公民館多目的ホールで、カブトガニサミッ
ト、記念講演を実施します。ぜひご参加ください。
　カブトガニサミット　各地の現状報告、カブトガニと自然

環境保護対策について議論されます。
　記念講演　「日本における危機　カブトガニの激減－アメ

リカの国際学会の講演－」と題して、静岡大学教育学部
の伊藤富夫教授による講演が行われます。

「怖い話・不思議な話」展　－幽霊・亡霊・夜泣石・首なし馬－
　８月30日㈫まで引き続き開催中

８月の休館日：毎週月曜日、31日㈬
開館時間：10時～17時

産業学習館
三津屋南２－54　　℡0898－64－7181

水墨画展　８月23日㈫～９月18日㈰
　西条市文化協会の日本画部会会員の皆さんによる、手すき
和紙を用いた水墨画展です。（最終日は15時までの展示）

和紙あんどんづくり教室　※こどもの国で実施します。
　特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つ丸形のあ
んどんを作ります。９月７日㈬から９日㈮（13時30分～15時
30分）の３日間で制作します。（実施場所はこどもの国です
が、申し込み先は産業学習館です。ご注意ください）
　定員：15人（先着順）　費用：2000円程度必要です。
　申込期限：８月24日㈬　

一閑張りづくり教室
　一閑張り（いっかんばり）は、竹かごなどに和紙を張り、
その上から柿渋を塗って作ります。９月13日㈫と17日㈯（10
時～12時）の２日間で制作します。
　定員：16人（先着順）　費用：200円程度必要です。
　申込期限：８月30日㈫

各種教室受講生募集
　産業学習館では、９月～11月に実施（月２回程度）する次
の教室の受講生を募集しています。
　各定員：15人（先着順）　受講料：材料費が必要です。
　申込期限：８月27日㈯
　教室名・開講日
　〇俳画教室（初級）　Ａ：９月６日㈫　Ｂ：９月７日㈬
　〇ちぎり絵教室　　　Ａ：９月２日㈮　Ｂ：９月９日㈮
　〇そめ紙教室　　　　Ａ：９月７日㈬　Ｂ：９月８日㈭
　〇和紙人形づくり教室　９月３日㈯
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８月の休館日：毎週月曜日、16日㈫
開館時間：９時～17時

化石展　８月３日㈬～31日㈬
野鳥写真展　８月３日㈬～31日㈬
日本史講座　８月25日㈭　13時30分～15時
　テーマ：芭蕉忍者説　講師：塩見淳氏

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

８月の休館日：毎週月曜日　開館時間　９時～17時

木工創作展　８月２日㈫～31日㈬
　当館の木工創作教室を受講されている皆さんの成果を発表
する作品展です。講師の柴公甫さんの作品も展示します。

水彩画・油絵教室受講生募集
　毎月第１・３土曜日　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。

木工創作教室受講生募集
　毎月第２・４土曜日　13時～17時
　受講料は無料ですが、材料費は個人負担となります。

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

８月の休館日：毎週月曜日　開館時間　９時～22時

遊びの竹細工展　８月２日㈫～８月28日㈰
　市内在住の丹下隆さんによる竹細工展です。遊び心で作り
続けて２年６カ月。アイデアを生かし、いろいろと工夫を凝
らした小動物や人形などの竹細工を展示します。
干支当てゲーム
　８月７日㈰10時から中学生以下の親子を対象とした、簡単
な干支（えと）当てゲームを実施します。先着20組で、正解
者には竹作品を差し上げます。

四国の石展　８月２日㈫～８月28日㈰

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

８月の休館日：毎週月曜日　開館時間　９時～17時

現代くらしの工芸展　９月11日㈰まで
　巨匠・浜田庄司や、その他作家の陶器、のれん、ガラスな
ど、約100点を展示しています。

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

楽しい電池工作
ボタンライトを作ろう

19日
13：30～15：30 小学生　定員：15人

木彫教室 小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

４日・21日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

七夕かざり教室 ７日
10：00～12：00 誰でも参加できます。

夏休み将棋大会 ７日
13：30～16：30 小・中学生　定員：24人

13日
13：30～15：00将棋教室 小学４～６年生

定員：10人

２日・５日・９日
16日・18日・31日
13：30～15：30
３日・10日
17日・24日
13：30～16：30

毎週土・日曜日
14：10～14：40

６日・12日
20日・26日
13：30～16：30

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　費用：250円
必要な物：エプロン

28日
13：30～16：30

おもしろ工作教室
時計を作ろう

小学生　定員：20人
費用：250円

地球探検
「世界小石の芸術作品展」に応募しよう

11日
13：30～15：30

小学生以上　定員：30人
小石を持ってきてください。

楽しい電子工作
電子草ぶえを作ろう

４日
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
小学１～２年は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律をしよう

21日
13：30～15：30

楽しい電子工作
手作り単１乾電池を作ろう

25日
13：30～15：30

楽しい電子工作
バーナル楽器を作ろう

27日
13：30～15：30

小４～中学生　定員：８人

楽しい電子工作
光センサーライトを作ろう

14日
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

竹で水でっぽうを作ろう 小学生以上（保護者同伴）
定員：10人　費用：100円

23日・25日
10：00～12：00絵画教室 小学２～６年生

定員：10人

16日～21日
９：00～16：00バッジを作ろう 必要な物：自分の写真

費用：１個100円

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

23日
13：30～15：30イラスト教室 小学３～中学生

定員：10人

楽しい英語による大型絵
本の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、こどもの国へ予約してください。

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：夏休み期間中は９時30分～18時です。

夏休み読書マラソン　８月31日㈬まで
　小学生から大人まで参加でき
る読書マラソンです。こどもの
国で記録表をもらって、期間中
（７月20日～８月31日）に読んだ
本の名前を記録してください。
　本を42冊か21冊読み終えた方
には、記念品を贈呈します。

プラネタリウム情報
「マンボウ君～ふんわり宇宙へ～」「くいしんぼうの月」投影中
夏休み期間中の投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時、16時
○日曜日：11時、13時10分、14時20分、15時30分、16時40分
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
　夏休み期間中は第２・４土曜日の無料投影を行いません。

こどもの国　８月の行事予定
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児 童 館 の お 知 ら せ

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

８月の休館日：毎週月曜日、31日㈬
開館時間：９時30分～17時30分

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

▼８月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間
　カワセミ号は市内を巡回する移動図書館車です。７月から丹原
町・小松町方面への巡回も始まりました。カワセミ号をご利用い
ただくには、西条図書館の利用カードが必要です。詳しくは、西
条図書館へお問い合わせください。
■８月２日・16日・30日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00 ～ 10：30）→大谷西（10：40 ～ 11：20）→港新地集会
所（13：30 ～ 14：00）→生涯学習の館北側（14：30 ～ 15：10）→玉津小学校（15：
20 ～ 16：20）
■８月９日・23日（火曜日）
　加茂公民館（10：00 ～ 10：30）→伊曽乃神社鳥居前（10：50 ～ 11：30）→中川
公民館（14：00 ～ 14：50）→氷見公民館（15：30 ～ 16：20）

■８月３日・17日・31日（水曜日）
　船屋集会所（10：00 ～ 10：40）→飯岡戻川集会所（11：00 ～ 11：30）→飯岡公
民館（13：30 ～ 14：30）→西福寺入口（14：50 ～ 15：20）→ＪＡ西条玉津支所（15：
40 ～ 16：10）
■８月10日・24日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00 ～ 10：30）→舟形バス停横（11：00 ～ 11：30）→新御
堂児童公園（13：30 ～ 14：00）→野々市集会所（14：10 ～ 14：40）→橘公民館（14：
50 ～ 15：20）→神戸公民館（15：40 ～ 16：30）
■８月６日・20日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00 ～ 10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50 ～ 11：
30）→オレンジハイツグラウンド（13：30 ～ 14：20）→大町公民館（14：40 ～
15：30）
■８月13日・27日（土曜日）
　石根公民館（10：00 ～ 10：40）→氷見西町集会所（11：00 ～ 11：30）→旧西田
郵便局横（13：30 ～ 14：10）→禎瑞中組（14：30 ～ 15：00）→八幡集会所（15：
20 ～ 15：50）

■８月７日・21日（日曜日）
　兎之山集会所（10：00 ～ 10：30）→ＪＡ西条神戸低温倉庫（11：00 ～ 11：30）→
ＪＡ周桑徳田支所（14：00 ～ 14：40）→ＪＡ周桑光下田出張所（15：00 ～ 15：40）
■８月14日・28日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00 ～ 10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～ 11：30）→田野公民館（14：00 ～ 14：40）→佐伯記念館（15：00 ～ 15：50）

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い
合わせください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■おはなし広場（英語絵本の読み聞かせ）
　８月４日㈭・25日㈭　11時～11時20分
■七夕まつり
　８月７日㈰　10時～12時
　七夕飾りを作ってみよう。
※幼児は保護者が同伴してください。
■ゲーム遊び
　８月20日㈯　14時～15時30分
　対象：幼児・小学生（幼児は保護者同伴）
■影絵「花さき山」
　８月27日㈯　10時・11時（２回上映）
※幼児は保護者が同伴してください。
西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■三世代映画会「火垂の墓」
　８月６日㈯　13時30分～15時
■おはなし広場
　８月12日㈮　10時20分～11時
　幼児を対象にした、絵本・紙芝居・パネルシア
ターなどの読み聞かせ
■夏休み工作教室（申込必要　定員各部20人）
　８月23日㈫　午前の部：10時～12時
　　　　　　　午後の部：13時～15時
　対象：小学生
東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■ゲーム大会
　８月26日㈮　13時30分
丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■つくって遊ぼうデー
　８月７日㈰　10時～11時30分
　水車ボートなど、水遊びの「おもちゃ」を作り
ます。
■簡単クッキング（申込必要　参加費100円）
　８月20日㈯　11時～13時
　簡単な昼食を作って会食をしましょう。
■親子納涼大会（申込必要　参加費100円）
　８月27日㈯　18時～20時30分（予定）
　そうめん流し、キャンドルサービス、ゲーム、
宝さがしなど、楽しい催しがいっぱいです。

小松温芳図書館の歩み　―昭和から平成へ65年の歴史を振り返る―
　９月29日㈭まで
　私設図書館として誕生した昭和12年から昨年の市町合併によっ
て「西条市立小松温芳図書館」となるまでの未公開資料を中心に
展示公開し、地域図書館としての長い歴史を振り返ります。

西条図書館　　　明屋敷238－2 ℡0897－56－2668

東予図書館　　　周布427 ℡0898－65－4797

小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1 ℡0898－72－5634

生きる場所を海と
定め、律令の世に
牙をむいた男、藤
原純友。京から坂
東への旅、将門、
空也との出会い。
大海原を舞台に展
開する歴史小説。

ぼく、まめうし。
豆粒くらいの小さ
い子牛。カブト
ムシみたいなぶた
「かぶたむし」と
一緒に、正義の味
方「くわがたうし」
になったんだ。

今月の新着本
絶海にあらず　上・下
北方謙三／著

まめうしのあついなつ
あきやまただし／作・絵

８月の休館日：毎週月曜日、31日㈬
開館時間：９時30分～19時
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　本年１月から６

月後半にかけての

少雨のため、地

下水位が下がり、

総合福祉センター

横の新町川も干上

がってしまいまし

た。７月１日から

の雨により水位も

回復しましたが、

夏の渇水期を迎

え、節水に心が

け、水を大切に使

いましょう。

渇　水

７⁄３　河川一斉清掃

７⁄17　第１回西条市文化講演会（夏季大学）

　小松武道館で第

27回石鎚柔道大会

が開催されまし

た。

 県内各地から約

500人の小中学生

武道家が集い、熱

戦が展開されまし

た。

６⁄19　石鎚柔道大会

　台風や梅雨の大雨に備えるため、消防団による水防訓練が実施

されました。合併後初めての水防訓練でもあり、また昨年の豪雨

の経験から、例年以上に緊張感のある水防訓練となりました。

６⁄18・21　消防団水防訓練

６⁄26　本谷温泉館コンサート

　昨年の台風で被害を受けた多くの住民が避難生活を送った飯岡

小学校体育館で、「防災・減災フォーラム」が開催されました。

　県内各地から約230人が参加し、愛媛大学矢田部教授、伊藤市

長、大保木公民館長などの話を熱心に聞き入りました。

７⁄３　防災・減災フォーラム

　第１回西条市文

化講演会が、丹原

文化会館で市内外

から約700人の受講

者が集まり、盛大

に開催されました。

　女優の中原ひと

みさんによる「命

こそ宝 心も宝」

と題しての講演で、

子育てや健康の話など自分の経験や生き方を中心に命の大切さや

心のやさしさ、すばらしさについて話して頂きました。

　水質保全区域の

河川一斉清掃が行

われました。

　小雨の振る中、

約1500人の参加者

は、草を引いたり

空き缶やペットボ

トルなどを拾った

りと、熱心に清掃

活動に取り組んで

いました。おかげできれいな河川になりました。ご協力ありがと

うございました。

　色々な種類

のハーモニカ

を使ったコン

サートが本谷

温泉館で開催

されました。

「ハーモニカ

コンサート瀬

戸内」の皆さ

んを中心に、毎月月末の日曜日18時から約１時間の予定で定期的

に開催されます。温泉とハーモニカの音色で心もからだもリフ

レッシュしてみませんか。
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　待ちに待った西条運動

公園総合プール、東予運

動公園プールのプール開

き。夏本番となり、プー

ルには子どもたちの歓声

が響きわたり、賑わいを

見せています。

　両プールとも８月31日

までご利用いただけます

ので、ぜひご来場くださ

い。

　東予南地域交流セン

ターで、ふれあいフェス

ティバルが開催されまし

た。

　あいにくの雨模様でし

たが、保育園・幼稚園児

の歌や輪投げゲーム、人

形劇など多くの催しが企

画され、幼児から高齢者

まで楽しいひとときを過

ごしていました。

　全国選抜リトルリーグ野球大会四国予選が開催され、西条リト

ルリーグが２年連続５回目の優勝を果たしました。

　８月に長野県で開催される全国大会に四国代表として出場しま

す。

７⁄１　お山開き夏本番！プール開き

６⁄19　合併記念市民短歌大会

７⁄３　ふれあいフェスティバル

７⁄９　わくわく科学教室

６⁄20～28　アメリカの高校生がホームステイ

リトルリーグ全国大会出場

　夏山シーズ

ンの到来を告

げる石鎚山の

お山開きがあ

りました。当

日は、あいに

くの雨模様の

天候ではあり

ましたが、大

　新『西条市』合

併記念市民短歌

大会が西条商工会

館で多くの短歌愛

好家の参加のもと、

盛大に開催されま

した。

　作品詠草の他、

郷土の歌人、石榑

千亦・森田義郎に

ついての講演や展示もあり、学びと交流の場となっていました。

　こどもの国で、

「クラレ・サイク

スわくわく化学教

室」が開催されま

した。プラスチッ

クフィルムとガス

コンロ、フライパ

ンでビニロンフィ

ルムや偏光フィル

ムを作る実験など

を行い、参加した子どもたちは、楽しそうな笑顔の中にも、真剣

なまなざしで、実験に取り組んでいました。

勢の信者の方の「わっしょい、わっしょい」の掛け声とともに、

ご神体を一気に頂上社まで運び上げました。

　アメリカのウィスコンシン州

メノモニーフォールズ・ハイス

クールの生徒たちが、市内で

ホームステイしながら、学校訪

問や日本文化などを体験しまし

た。

　ホストファミリー

の皆さんをはじめ、

多くの市民がアメリ

カの若者と直接ふれ

あいました。
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４　

市
庁
舎
本
館
総
務
課
広
報
統
計
係

　

℡
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
内
線
２
１
２
８

外国語指導助手
ステイシー・

ヤナガワさん

①ハワイで育ちましたが、元々のハワイ人ではありませんし、ハ

ワイ語もできません。

②父の祖父、祖母は日本人なので、名字やミドルネームは日本の

名前です。「Stacey　慶子　柳川」

③アイスクリームが大～好きです！！！夏には、毎日最低２回アイスクリームを食べま～す！

④踊ることが私の元気の元です！授業中生徒と一緒に、一人家で、クラブで、フラダンス練習で…イツでも、

ドコでも踊ることが最高に好きで～す！ (^ _ ^)/

⑤海が大好きですがサーフィンはできません…いつかできるようになるといいなぁ…

⑥夢の一つは50カ国を訪ねることです。（今のところは11カ国）

⑦食べることは趣味の一つです。特にデザート…作ることも、食べることも好き～！ (̃0̃)

⑧食べることがすごく好きなので、もう一つの大事な趣味はカロリー消費のためのハイキングです。

⑨自転車に乗ることができないので、あっちこっちで歩いている私が目撃されているかもしれませんが、心

配しないで…歩くのは好きです。

⑩西条市（特に小松町）が大～好きです！生徒や地域の人々はとても友好的で、景色もとても美しいです！こ

ちらへ来てからの２年間は楽しく過ごしました。３年目も楽しみにしていま～すo(^-^)oよろしくおね

がいしますm(_ _)m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈訳：ノエラ・モンティロ〉

29 広報さいじょう　2005  ８月号



人権・同和教育シリーズ　No.9

ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚くお礼申し

上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ　▽篠宮文夫（国安）、▽吉田　勇（仙台市）、
▽豊田アサミ（壬生川）、▽児玉光仁（丹原町古田）、▽高橋時江
（小松町新屋敷）
■老人ホーム明水荘へ　▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽
散髪　伊藤泰博（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し
花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）・長瀬　皋（中野甲）、▽
果物　三好寿麻子（福武甲）、▽石けん・おしぼり・手作り袋　禎
瑞母子会、▽歌・踊り・ゲーム・菓子　西条校区婦人会
■老人ホーム石燧園へ　▽ビデオ鑑賞　村上栄子（小松町妙口）、
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部
■特別養護老人ホーム道前荘へ　▽歌（なつメロ）　徳増幾次郎
（桑村）、▽喫茶・カレンダー作り・紙芝居　コープえひめ福祉グ
ループ、▽一日喫茶　小松東保育所母親クラブ

一粒のブドウの心
西条市人権教育協議会事務局

冷房は
28度に！

■エアコンの
　設定温度を変えよう
エアコンの設定温度は、冷房28度、暖房20度が適温です。
ボタン一つでできる簡単な省エネです。

※この時季、毎日８時間クーラーをつけているとして、設定温度を１
　度上げると、１カ月で約90円の節約になります。

市内高校生が全国の舞台へ！
　市内の高校生が優秀な成績を修め、県・四国代表とし
て全国大会へ出場します。みなさんの健闘をお祈りしま
す。（順不同。敬称略）

　

１
９
６
４
年
、
日
本
で
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
か
れ
て

い
た
年
の
こ
と
で
す
。

　

白
血
病
で
入
院
し
て
い
た
Ｋ
子

ち
ゃ
ん
が
「
ブ
ド
ウ
が
食
べ
た
い

…
」
と
、
う
わ
言
の
よ
う
に
言
い

だ
し
ま
し
た
。
Ｋ
子
ち
ゃ
ん
は
ブ

ド
ウ
が
大
好
き
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
季
節
外
れ
の
た
め
、
ど
こ
に

で
も
売
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
親
は
、
ど

う
し
て
も
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
い

と
い
う
一
念
か
ら
百
貨
店
へ
行
っ

て
み
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
は
あ
り
ま

し
た
が
、
た
い
へ
ん
高
価
な
う
え

に
、
ば
ら
売
り
は
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｋ
子
ち
ゃ
ん
の
病
状

や
家
の
実
情
な
ど
を
知
っ
た
女
性

店
員
は
、
父
親
の
娘
に
対
す
る
ひ

た
む
き
な
愛
に
打
た
れ
、
快
く

二
十
粒
ほ
ど
売
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
主
治
医
は

「
神
様
と
同
じ
く
ら
い
の
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
っ
た
フ
ル
ー
ツ
売
場

の
人
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
た

い
」
と
、
し
み
じ
み
と
話
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
月
後
に
、
み

ん
な
の
願
い
も
む
な
し
く
、
Ｋ
子

ち
ゃ
ん
は
深
い
眠
り
に
つ
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
百
貨
店
で
は
、
経
営
方
針

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
時

で
し
た
の
で
、
新
し
く
作
成
し
た

も
の
の
中
に
、
こ
の
「
一
粒
の
ブ

ド
ウ
の
心
」を
取
り
上
げ
、「
こ
の

精
神
こ
そ
、
私
た
ち
の
あ
る
べ
き

姿
勢
で
あ
る
」と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

命
短
い
わ
が
子
を
思
う
親
心
と
、

女
性
店
員
の
思
い
や
り
が
、
社
員

２
万
６
千
人
の
行
動
の
指
針
と
し

て
、
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（
倉
敷
市
の
啓
発
資
料
よ
り
）

　

こ
れ
は
40
年
あ
ま
り
前
の
話
で

す
が
、
人
権
を
大
切
に
し
、
人
の

心
を
思
い
や
る
話
に
心
温
ま
る
思

い
が
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
は
高
度
経
済

成
長
に
よ
り
、
物
質
面
で
は
非
常

に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
の

気
持
ち
を
思
い
や
っ
た
り
す
る
心

の
面
で
は
、
ま
だ
ま
だ
人
権
感
覚

が
豊
か
な
国
と
は
云
え
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
た
時
な

ど
、
と
て
も
親
切
に
優
し
く
応
対

し
て
く
れ
る
店
員
さ
ん
に
出
会
い

ま
す
。
お
年
寄
り
に
は
親
切
に
袋

に
入
れ
て
あ
げ
る
な
ど
し
て
い
る

店
員
さ
ん
を
見
か
け
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
も
前
述
の
話
の
よ
う
に
、

顧
客
の
立
場
に
立
っ
た
店
の
方
針

等
が
生
か
さ
れ
て
、
今
日
の
姿
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
や
職
場
、
そ
し
て
、
家
庭

で
も
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
で

行
動
す
る
こ
と
が
、
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆全国高等学校総合体育大会 ８/１～８/20（千葉県）

◆第29回全国高等学校総合文化祭 ７/27～７/31（青森県）

◆第52回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト ７/22～７/24（東京都）

◆第５回高校生ものづくりコンテスト全国大会 ８/７（東京都）

陸上競技

吟詠剣詩舞

バドミントン

剣道

朗読

機械系旋盤作業

西条高校

西条高校

西条農業高校

丹原高校

丹原高校

東予高校

種目など 高校名

３年
２年
２年
２年

３年
３年

３年
３年

３年

２年
３年
３年
３年
３年
３年

３年
３年

３年

１年

学年

藤田　啓嗣
一色　康広
合田　俊樹
村上　勇太
村上　良平

吉川　佳輔
小寺　風登

佐山　束

氏名

黒河　克也

山内　寛子

◆第１回全国高等学校地区別選抜選手ラグビーフットボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７/31～８/２（北海道）

ラグビー 西条高校 ２年 岡　　康隆

安藤真里絵
黒河　香菜
中平　敬子
藤岡　綾菜
兵頭　愛美
長谷川千晴

２年 佐伯　沙織
１年 玉井　愛子

渡邊　真衣
森山　清香

藤岡　祐馬
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パ
リ
の
夏
は
暑
い
と
い
っ
て

も
湿
気
が
な
く
、
木
陰
に
入
れ

ば
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
い
て
い

ま
す
。

　

私
は
旧
東
予
市
壬
生
川
の
新

地
商
店
街
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

娯
楽
の
少
な
い
私
の
子
ど
も
時

代
に
は
夏
の
夜
市
の
は
な
や
か

な
に
ぎ
わ
い
に
う
れ
し
く
楽
し

く
心
を
踊
ら
せ
た
も
の
で
す
。

　

長
じ
て
か
ら
自
分
の
意
志
で

単
身
パ
リ
に
渡
り
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
身
を
立
て
て
き
ま

し
た
。
日
本
で
過
ご
し
た
年
月

よ
り
も
パ
リ
生
活
の
方
が
長
く

な
り
本
拠
地
は
今
も
パ
リ
で
す

が
、
３
年
ほ
ど
前
、
壬
生
川
駅

の
す
ぐ
そ
ば
に
多
目
的
ア
ト
リ

エ
「
パ
リ
の
風
」
を
開
き
、
１
年

に
１
カ
月
か
２
カ
月
の
一
時
帰
国

中
の
と
き
の
み
オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。
自
宅
兼
ア
ト
リ
エ
で
も
あ

り
ま
す
が
、
作
品
展
示
も
で
き
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
な
っ
て
お
り
、

画
業
の
か
た
わ
ら
文
化
交
流
の
サ

ロ
ン
と
し
て
も
育
っ
て
い
く
よ
う

に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

古
い
も
の
を
大
事
に
す
る
こ
と

で
成
り
立
っ
て
き
た
パ
リ
と
い
う

町
に
住
ん
で
「
外
」
か
ら
見
た
日

本
の
良
さ
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

地
域
の
人
々
に
お
知
ら
せ
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
発
展
の
た

め
の
ヒ
ン
ト
に
で
も
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

 

「
パ
リ
の
風
」の
趣
旨
で
あ
る
文

化
交
流
の
一
つ
と
し
て
５
月
に
一

時
帰
国
中
、
私
自
身
の
作
品
展
の

他
に
、
パ
リ
に
住
み
国
際
的
に
活

躍
す
る
銅
版
画
の
大
家
エ
ク
ト
ー

ル
・
ソ
ー
ニ
エ
氏
（
私
の
師
で
あ

る
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
亡
き

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
イ
タ
ー
氏
の
版

画
工
房
の
後
継
者
）
を
招
き
、
彼

の
作
品
を
私
の
多
目
的
ア
ト
リ
エ

「
パ
リ
の
風
」
に
展
示
し
て
大
変

公
表
を
博
し
ま
し
た
。

　

岡
山
か
ら
特
急
に
乗
っ
て
壬
生

川
駅
に
着
い
た
エ
ク
ト
ー
ル
氏
は
、

す
で
に
列
車
の
窓
か
ら
の
景
色
で

こ
の
あ
た
り
の
山
あ
り
海
あ
り
の

地
方
の
魅
力
に
す
っ
か
り
魅
了
さ

れ
て
お
り
、
着
い
た
と
き
か
ら
す

こ
ぶ
る
上
機
嫌
で
し
た
。
４
日
間

の
滞
在
中
、
午
後
は
来
場
者
と
談

笑
。
空
い
た
時
間
に
お
連
れ
し
た

と
こ
ろ
は
「
本
谷
温
泉
」
と
「
東

予
国
民
休
暇
村
」
と
「
国
安
和
紙

の
里
」
で
し
た
。
オ
ン
セ
ン
に
入

る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、

緑
の
溢
れ
る
山
あ
い
に
あ
る
ひ
な

び
た
魅
力
あ
る
本
谷
温
泉
で
は
露

天
風
呂
に
も
入
り
ご
満
悦
で
、
国

安
で
は
た
く
さ
ん
和
紙
を
買
い
こ

み
ま
し
た
。

　

東
予
国
民
休
暇
村
の
下
に
拡
が

る
静
か
な
海
岸
に
降
り
立
っ
て
、

瀬
戸
内
の
深
い
青
の
優
し
い
海
の

眺
め
に
は
陶
然
と
し
て
し
ま
い
何

時
間
で
も
そ
こ
を
動
こ
う
と
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

パ
リ
に
帰
っ
て
き
た
彼
は
、
ニ

ュ
ー
ガ
ワ
（
彼
に
と
っ
て
は
知
っ

て
い
る
地
名
は
ニ
ュ
ー
ガ
ワ
だ
け

な
の
で
）
の
話
を
会
う
人
ご
と
に

し
て
い
ま
す
。「
今
ま
で
日
本
各

地
を
い
ろ
い
ろ
回
っ
た
け
ど
ニ
ュ

ー
ガ
ワ
の
あ
た
り
は
何
と
言
っ
て

も
最
高
だ
よ
。
オ
ン
セ
ン
は
あ
る

し
、
山
も
海
も
近
い
し
、
あ
ん
な

い
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
よ
」
と

手
放
し
で
言
っ
て
い
ま
す
。
パ
リ

か
ら
の
遠
来
の
客
に
よ
り
思
わ
ぬ

ふ
る
さ
と
再
発
見
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
38
年
、
登
山
愛
好
会
と
し

て
発
足
し
た
赤
滝
登
行
会
は
、
昭

和
50
年
に
登
山
を
楽
し
む
グ
ル
ー

プ
か
ら
快
適
で
安
全
な
登
山
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
再
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
荒
廃
し
て
い
た
赤
滝
城

址
（
丹
原
町
鞍
瀬
）
へ
の
登
山
道

の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
名
を
現
在
の
『
赤
滝
登
行

会
』
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
後
、
堂
ヶ
森
（
丹
原
町

鞍
瀬
・
標
高
１
６
８
９
㍍
）
を
中

心
に
、
夫
婦
滝
登
山
道
（
同
所
）

な
ど
の
補
修
・
草
刈
り
・
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
年
間
十
数
回
の
作
業
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

先
日
、
愛
媛
県
自
然
保
護
協
会
会

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

「
中
・
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
が

続
い
て
お
り
、
訪
れ
た
人
が
安
全

に
登
山
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
こ
と

を
思
え
ば
、
作
業
の
疲
れ
も
苦
に

な
り
ま
せ
ん
。
２
市
２
町
の
合
併

に
よ
り
、
石
鎚
山
を
中
心
と
す
る

山
岳
ル
ー
ト
は
本
市
観
光
目
玉
の

ひ
と
つ
。
活
動
が
、
少
し
で
も
登

山
客
の
誘
致
と
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
に
つ
な
が
れ
ば
…
」
と
、
十

亀
代
表
や
会
の
み
な
さ
ん
は
今
後

の
活
動
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。

　

パ
リ
で
画
家
と
し
て
活
躍
す
る
桑
名
正
子
さ
ん
（
壬
生
川
出
身
）
か

ら
、
ふ
る
さ
と
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

たくさんの人に登山を楽しんでもらうために…

登山愛好会から

　　　ボランティアグループへ

△▲△　赤滝登行会（丹原町）　△▲△
　代表：十亀隆良　　会員：14人（30歳～65歳）

写真は、案内標識を補修する赤滝登行会のメンバー
（堂ヶ森登山道の保井野方面と梅ヶ市方面の分岐点）

▲パリのカフェの前で。写真左端が桑名正子さん。
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中央保健センター　℡0897�52�1215　神拝甲324�2　総合福祉センター内　

東予保健センター　℡0898�64�5333　周布606�1　東予総合福祉センター内

丹原保健センター　℡0898�68�7300　丹原町池田1762�1　丹原総合支所北隣

小松保健センター　℡0898�72�6363　小松町新屋敷乙48�1　小松地域福祉センター内

８月から深夜時間帯の
救急診療体制が変わります
　平日（深夜から翌朝）と休日（夜間から
翌朝）における救急受診は、市全域で下記
５病院が当番で診療を行います。
　市立周桑病院も当番でない日が設けられ
ます。そのときは、他の４病院のうちの当
番病院で受診していただくことになりま
す。
◆救急当番の担当病医院・診療時間
◎平日夜間　18時～22時
　市内病医院が当番で診療します。
◎平日深夜から翌朝　22時～翌朝９時
　下記５病院が当番で診療します。
◎休日昼間　９時～18時
　市内病医院が当番で診療します。
◎休日夜間から翌朝　18時～翌朝９時
　下記５病院が当番で診療します。
◆５病院
・東部地区（旧西条）：済生会西条病院、
西条中央病院、村上記念病院
・西部地区（旧東予・丹原・小松）：市立
周桑病院、横山病院
　当日の当番についてはテレホンサービス
でお知らせしています。
℡0897－58－2200

あなたの骨は大丈夫？～骨粗しょう症予防学級のお知らせ
　高齢社会を迎えた今、いつまでも健康でいきいきとした毎日を過ご
すために、骨粗しょう症の予防はとても重要です。
　生活習慣の見直しや改善のきっかけづくりを行い、骨粗しょう症を
予防しましょう!!
◎対象　『骨粗しょう症予防』に関心がある方
◎内容　１コース２回で、原則２回とも参加できる方
①健康チェック、食生活改善講座・調理実習（丈夫な骨づくり）、病
態講座（骨粗しょう症予防について）

②運動改善講座（骨を強くする）
◎参加費　無料

場所・申込先
骨粗しょう症予防学級日程表

日時 募集人員 締切
丹原保健
センター

①８月19日(金)　10時～14時
②８月31日(水)　10時～11時30分 20人程度 ８月12日(金)

中央保健
センター

①８月23日(火)　９時30分～14時30分
②８月30日(火)　９時30分～12時 30人程度 ８月15日(月)

東予保健
センター

①９月１日(木)　９時30分～15時
②９月９日(金)　13時30分～15時 30人程度 ８月24日(水)

内容

▼場所・申込先：東予保健センター
　募集人員：30人程度　　　締切：８月17日(水)

▼場所・申込先：中央保健センター
　募集人員：60人程度　　　締切：９月２日(金)

日時

内容 日時

病態講座 ８月25日(木)　13：00～15：00
食生活改善講座① ９月５日(月)・７日(水)　９：30～12：00
食生活改善講座② ９月26日(月)・27日(火)　９：30～13：00
運動改善講座 10月26日(水)・27日(木)　13：30～15：00
個別相談

11月14日(月)・15日(火)　９：30～12：00

グループワーク 11月30日(水)　９：30～12：00

病態講座 ９月12日(月)・16日(金)　13：00～15：00

食生活改善講座①
９月27日(火)・28日(水)・29日(木)
９：30～12：00

食生活改善講座②
10月７日(金)・12日(水)・13日(木)
９：30～13：00

運動改善講座
11月28日(月)・29日(火)・30日(水)
９：30～12：00

個別相談
都合のよい時間に１人30分程度

都合のよい時間に１人30分程度

※複数日開講する講座は、都合にあわせて受講日を選べます。

12月14日(水)　９：00～16：00
12月16日(金)　９：00～12：00

グループワーク 11月10日(木)・11日(金)　９：30～12：00

生活習慣改善学級に参加しませんか！
　健診はこれからを健や
かに生活するために大切
なことです。しかし、健
診を受けただけでは不十
分です。
　健診結果を生活に生か
すために、この機会に生
活習慣の改善を行いまし
ょう。生活習慣改善学級
に参加して、健康づくり
の『はじめの一歩』を踏
み出しませんか。
◎対象　血圧、体重、コ
レステロール値、中性脂肪、血糖値が気になる方
◎内容
▽健診の結果を通して、生活習慣改善の必要性や効果な
どを教える病態講座
▽食生活を見直す食生活改善講座
▽仲間をつくるグループワーク
▽ウォーキングや体操などの運動改善講座
▽栄養士による個別相談
◎参加費　無料

健 診 結 果
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※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡く
　ださい。

８月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区
３カ月児
健診 31日(水) 13：00～13：30 東予 東予

25日(木) 13：00～14：30 中央 西条平成17年４月１日～
４月30日の出生児

１歳６カ
月児健診 18日(木) 13：00～14：30 中央 西条

平成16年１月１日～
１月31日の出生児

３日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

10日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松平成14年７月１日～
７月31日の出生児11日(木) 13：00～14：30 中央 西条

ガンをコントロールする～第28回日本消化器病学会主催市民公開講座

　腹部悪性腫瘍（がん）に対する治療は、大きく取る
手術から、より機能を温存する縮小手術へ、さらには
開腹しないですむ治療へと変化してきています。開腹
しないがん治療などの高度先進医療が、どういうもの
か分かりやすく説明します。
　また、病気を治したり予防する免疫システムは、心
の状態により大きな影響を受けます。生きがいを持

ち、物事を前向きに考
え、よく笑う生活は免
疫力を高め、健康づく
りに役立ちます！そんな生きがい療法を行
っている、すばるクリニック伊丹院長の話
を聞いた後、笑いの効果を笑福亭小松さん
の落語で確かめてみませんか？
　入場無料で、医師の健康相談もありま
す。お気軽にご参加ください。

◎日時　９月11日㈰　13時～17時
◎場所　総合文化会館
◎内容
・切らずに治せる消化器のがん　講師：済生会西条病院副院長　岡田眞一
・切らずに治せる肝臓がん　講師：立花病院院長　井内英人
・必要な部分だけ取る縮小手術　講師：済生会西条病院院長　黒河達雄
・生きがい療法でがんに克つ　講師：すばるクリニック院長　伊丹仁朗
・笑いの効果（落語）　演者：笑福亭小松（がんを克服した落語家）
◎問合せ　済生会西条病院　総務課　越智・上田　℡0897－55－5100

個別基本健診
◎検査内容　問診・血圧測定・尿検査・身体計測・診察・血液検査
※診察の結果、必要な方には貧血検査・心電図検査・眼底検査・HbA1c検
査を実施します。（貧血検査については、希望すれば実施できます）
◎対象　18歳以上の方
◎場所　市内の医療機関（詳しくは各保健センターへ）
◎期間　８月１日㈪～10月31日㈪ 
◎申込方法　各保健センター（電話にて申込可）
※注意事項
・個別基本健診を受診すると、集団健診の基本健診は受診できません。
・旧丹原町で実施していた個人通知は行いません。

■赤ちゃん健康情報　
◆チェリーくらぶ
　子どもたちが遊んだり、保護者の方

が気軽におしゃべりのできる空間を提

供しています。

○日時　毎週月・木曜日（18日を除く）

　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

◆乳幼児相談
○中央保健センター

　８月８日㈪　９時30分～11時

○小松保健センター

　８月12日㈮　９時30分～11時

○丹原保健センター

　８月17日㈬　９時30分～11時

○東予保健センター

　８月22日㈪　13時30分～15時

■成人向け健康相談　
◆健康相談
○河北会館

　８月５日㈮　９時30分～11時

　問合せ　東予保健センター

○玉津・飯岡・神拝・西条・神戸・橘

公民館、加茂町集会所、禎瑞地区ク

ロッケー場

　問合せ　中央保健センター

◆健康栄養相談
○小松保健センター

　８月５日㈮　９時30分～11時30分

○丹原保健センター　８月９日㈫

　９時30分～11時、13時30分～15時

○中央保健センター

　８月10日㈬　９時～11時

○氷見公民館

　８月24日㈬　９時30分～11時

○東予保健センター・大町公民館

　８月26日㈮　９時30分～11時

■産業保健健康相談
　健康管理や生活習慣病の予防等につ

いて認定産業医が相談に応じます。

○日時　８月25日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込み　地域産業保健センタ─

（℡0897－36－1788）・西条市医師会

（℡0897－56－2211）

■歩け歩け教室のつどい
○小松保健センター

　８月２日㈫　９時30分～

○小松農村環境改善センター

　８月９日㈫　９時30分～

○問合せ　小松保健センター
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○８月９日㈫　13時～17時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○８月18日㈭　13時～17時　神拝公民館

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－56－5151内線2462
○毎週月・水・金曜日　９時～16時　松山地方法務局西条支局

　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○８月２日㈫・９月６日㈫　13時～16時

　市民会館（東予総合支所隣）

　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線315
○８月５日㈮　13時～16時　小松公民館

　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線212
○８月８日㈪　13時～16時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－56－5151内線2462
○８月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230

■法律相談
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分)
　　　　※前日までに予約が必要です。（受付は８月１日～）

○８月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－56－5151内線2462
○８月17日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）

　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線315

■子育て相談
◆医療カウンセラーによる専門的相談
　毎週土・日曜日、祝日　10時～16時

　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」℡0897－55－1018

■青少年電話相談
ヤングテレホン
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　℡0897 － 56 － 4976（西条警察署）　℡0898 － 65 － 4976（西条西警察署）

ヤングホットライン
　℡089－945－4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～ 18時

■司法書士法律無料相談
　８月16日㈫　10時～12時　丹原公民館

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（８月15・16日を除く）13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

　月・金曜日（８月15日を除く）９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日（８月16日を除く）９時～12時

○小松地域福祉センター　毎週水曜日　13時～16時

　内容　福祉や生活等に関する悩み相談
　主催　社会福祉協議会

■交通事故相談
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：８月15日㈪

　※事前に予約が必要です。

　場所　西条地方局４階　℡0897－56－1300内線251

■社会保険等相談
　８月11日㈭　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　内容　社会保険労務士が担当
　問合せ　市庁舎本館商工振興課　℡0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
○８月19日㈮・31日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所

○８月18日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：℡0897－56－3700

○各地方局・県生活センター　共通電話番号：℡0570－700－370

■土地建物取引相談
　８月８日㈪　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　℡0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　８月10日㈬　13時～15時　東予市商工会議所　℡0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　８月24日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
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交通事故にあったら、自動車保険請
求相談センターへご相談を
　自動車保険請求相談センターは、社団法人日本損害保

険協会が全国に設置している相談機関です。交通事故に

関することであれば、センターの相談員が電話・面談な

どで相談にあたります。弁護士相談を希望する場合は、

電話で予約して面談できます。

　相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。

問合せ

　〒790－0003　松山市三番町４－12－７　三井住友海

上松山三番町ビル３階　㈳日本損害保険協会・四国支部

　松山自動車保険請求相談センター　℡089－945－2335
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　梅雨も明け、いよいよ夏本番。
丹原七夕まつりや夏彩祭、小松町
ふるさと祭りなどイベント盛りだ
くさん！合併後初めての夏祭り取
材を楽しみにしている反面、取材
の多さにうれしい（？）悲鳴をあ
げています。
　みなさんも友達や家族と一緒に
足を運んでみて、市内の新たな魅
力を発見してみませんか？
　でも、お祭りに行く前に、夏休
みの宿題と災害への備えはお忘れ
なく…。　　　　　　　　（か）

▼ 人口のうごき
人　口　116,395人
　男　　 55,686人
　女　　 60,709人
世　帯　 45,945戸
平成17年６月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされるかたは各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、テレホンサービスµ�0897－58－2200 でお知らせしています。

休日の当番病医院　　　　　診療時間　　９時～18時
月/日 区分 当直病医院名（市外局番０８９７） 当直病医院名（市外局番０８９８）

８/７
内科 和田内科皮膚科 井上医院（大町） （壬生川）

外科 伊賀整形外科 神野外科（玉津） （三津屋南）

８/14
内科 済生会西条病院 玉置内科小児科（朔日市） （上市）

外科 矢野外科胃腸科医院 角産婦人科（古川甲） （三津屋南）

８/21
内科 あぜち内科 伊藤医院（樋之口） （三津屋南）

外科 佐藤クリニック 行本医院（氷見乙） （三芳）

８/28
内科 篠原内科外科耳鼻科 市立周桑病院（大町） （壬生川）

外科 加藤クリニック 市立周桑病院（大町） （壬生川）

℡55－0515

℡52－0800

℡55－5100

℡55－1777

℡52－1630

℡57－8200

℡56－3521

℡55－5036

℡64－2433

℡64－3366

℡66－3735

℡64－3168

℡64－2384

℡66－0609

℡64－2630

℡64－2630

　

禎
祥
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
承
久

２
年
（
１
２
２
０
年
）
、
伊
予
の

国
守
河
野
四
郎
通
信
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
２
度
の
火
災
で

全
焼
し
ま
し
た
が
、
文
禄
４
年

（
１
５
９
５
年
）
に
、
現
在
の
観

音
堂
の
み
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
昭

和
39
年
に
市
指

定
・
昭
和
43
年
に

県
指
定
と
な
っ
た

天
然
記
念
物
・
樹
齢
４
０
０
年
の

ノ
ダ
フ
ジ
の
巨
老
木
が
あ
り
ま

す
。
根
回
り
２
・
２
㍍
、高
さ
３
㍍
、

枝
張
り
は
東
西
に
16
㍍
、
南
北
に

14
㍍
と
広
が
り
、
棚
い
っ
ぱ
い
に

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
下
旬

か
ら
５
月
初
旬
に
か
け
て
開
花
し
、

長
い
花
房
か
ら
甘
い
香
り
が
漂
う

様
子
に
、
県
内
外
か
ら
多
数
の
観

覧
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　

毎
年
８
月
17
日
に
は
市
民
納
涼

花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
天
正
13
年
に

小
早
川
隆
景
の
四

国
攻
め
の
合
戦
で

戦
死
し
た
人
た
ち

の
霊
を
慰
め
る
た

め
、
翌
年
送
り
火

と
し
て
花
火
を
打
ち
上
げ
た
の
が

始
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
合
併
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
盛
大
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
す
。
打
ち
上
げ
時
間
は
20
時

か
ら
21
時
で
す
。
（
雨
天
順
延
）

　

花
火
大
会
当
日
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
車
で
の
お
越
し

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

喜
多
川
47
番
地

■
市
民
納
涼
花
火
大
会
の
問
合
せ

　

西
条
市
観
光
協
会

℡
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１

内
線
２
５
５
４

産業情報支援センター

R11

いよ西条駅
上喜多川
　集会所

禎祥寺

総合文化会館

西条南中学校

至新居浜
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

▼ 総 合 文 化 会 館

▼ 丹 原 文 化 会 館

【８月の休館日】　毎週月曜日、２日㈫ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【８月の休館日】　毎週月曜日 ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

10：15 大ホール10：30

10：00

グループ青い鳥、ヤストミ音楽教室
℡0897－33－0503　安冨

西条市
℡0897－53－5500　総合文化会館

７ 日 青い鳥コンサート

８

８

無　料

10：00
13 土

第９回西条高校芸術文化発表会

無　料

無　料 西条高等学校
℡0897－56－2030　一色

16：30 大ホール

大ホール

17：00

17：00 17：30

14 日 クラシック・フレッシュコンサート 無　料
整理券必要

西条市
℡0897－53－5500　総合文化会館

 9：30 大ホール10：0021 日 松田歌謡教室　演歌の祭典 松田歌謡教室
℡0897－57－9209　松田

無　料 9：00 展 示 室

展 示 室

三浦聖写真展「石鎚の詩」
※９時～20時展示（最終日は17時まで）

三浦聖
℡0897－55－2045

無　料

 9：00

 9：00

大ホール５ 金 吹奏楽クリニック

大ホール うしろのしょうめんだ～れ
℡0898－73－2207　大沢忠正７ 日

日

うしろのしょうめんだ～れ
21周年大歌謡祭 無　料

無　料

無　料

13：00 大ホール

大ホール

13：30 東予少年少女合唱団
℡0898－68－6883　山下真理10

14

水 第43回愛媛県少年少女合唱連盟演奏会
丹原大会

 9：30

東予ウィンドハーモニー
℡0898－64－294828 日 ウィンドハーモニー　サマーコンサート

13：30 14：00

無　料大ホール13：30 14：00

 9：20

丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

吹奏楽クリニック　成果の発表会

参加費必要

12：00 小ホール13：3026
28
金
日
第44回全日本登山体育大会愛媛大会
開会式（26日）・閉会式（28日）

愛媛県山岳連盟　℡089－960－0164

無　料12：30 小ホール13：0030 火 ピアノコンサート ぽこ あ ぽこ
℡0897－53－8602　西原

10

～ ～

水
河村武明「たけの世界展」
※10時～18時展示（金・土曜日は20時まで）

展 示 室 大　人 400円
小学生 200円

金19

～ ～

21 日

創立110周年記念

〃　美術・書道展　※10時～17時展示

12/10 土 14時開演 総合文化会館大ホール

8/14 日 17時開演 総合文化会館大ホール

9/23 金 10時30分開演
総合文化会館大ホール

８月27日㈯総合文化会館にてチケット発売開始
全席指定　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円　Ｂ席3,000円

林家正蔵　
春風亭小朝
林家いっ平　ほか

出演

　西条市にゆかりのある若き音楽家たちによるコン
サートです。入場は無料ですが整理券が必要です。
　整理券は総合文化会館でお渡ししています。

チケット残りわずか！お求めは、お早めに総合文化会館へ。

丹原文化会館自主事業

プロの劇団員と一緒に舞台に立ってみませんか？

　演技の基礎から学び、プロの劇団員と共演するために本格
的な「歌」「ダンス」などのレッスンを重ねて、来年１月22
日㈰に丹原文化会館大ホールで発表公演を行います。
■応募資格　市内在住の小・中学生で、練習・本番に参加で
　きる方（オーディションを受けていただきます）
■募集人員　20人程度
■応募期限　８月28日㈰
■応募方法　住所・氏名（本人と保護者）、電話番号、学校
　名、学年、特技を記入し、本人の顔写真（２×３センチ）
　を一緒に丹原文化会館へ郵送もしくはお持ちください。
■オーディション　９月17日㈯　13時～18時
■郵送先　〒791－0522　丹原町田野上方2131－1
※詳しくは、丹原文化会館へお問い合わせください。

総合文化会館　℡0897-53-5500
丹原文化会館　℡0898-68-3555
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